
















指導教員 松尾哲矢 教授 
副指導教員 濁川孝志 教授 













序 本研究の動機および背景と全体構成       …4 
 
第 1 章 学校運動部活動における体罰問題の所在と先行研究の検討     
第 1 節 運動部における体罰問題の捉え方      …8 
 第 2 節 体罰問題に関する先行研究の検討      …11 
 第 3 節 本研究の目的と研究の位置づけ       …20 
 
第 2 章 分析枠組の提示―学校運動部における体罰とその発生要因― 
第 1 節 スポーツと暴力との親和性       …22 
第 2 節 学校教育における懲戒と体罰の関係      …24 
第 3 節 司法界と教育界における懲戒と体罰の判断基準の揺らぎ    …25 
第 4 節 運動部における体罰を受容する指導者の神格化と運動部集団の特性   …27 
第 5 節 本研究における分析枠組の提示       …30 
 
第 3 章 司法界判断からみる体罰判断基準の揺らぎ 
第 1 節 1955 年大阪高等裁判所判決とその影響      …33 
第 2 節 1981 年東京高等裁判所判決とその影響      …35 
第 3 節 1990 年浦和地方裁判所判決とその影響         …36 
第 4 節 2009 年最高裁判所判決とその影響      …38 
 第 5 節 戦後以降の裁判例からみた体罰問題に対する司法の態度    …39 
 
第 4 章 運動部における体罰に関する裁判例研究 
第 1 節 本章の研究目的          …42 
第 2 節 運動部における体罰に関する裁判例の調査概要および結果    …42 
第 3 節 裁判例からみられる運動部における体罰の特徴     …46 
第 4 節 運動部における体罰の特徴と発生要因      …48 
第 5 節 裁判例からみられた運動部における体罰の特徴と発生要因       …52 
 
第 5 章 省庁からの通知・通達の検討から見た体罰問題に対する教育判断 
第 1 節 体罰問題に対する教育判断の概要      …55 
第 2 節 体罰に関する法令および通知・通達の歴史的変遷     …55 
第 3 節 体罰問題に関する司法判断と教育判断の関係性     …58 




第 6 章 高校時に運動部に所属経験を有する大学運動部所属学生における高校時の 
    被体罰経験と指導者および運動部空間に対する意識 
第 1 節 分析視点         …67 
第 2 節 調査概要         …68 
第 3 節 運動部における体罰状況および意識         …71 
第 4 節 運動部空間認識        …77 
第 5 節 指導者に対する意識および行動       …79 
 第 6 節 被体罰経験の有無と項目間の検討      …83 
 第 7 節 大学体育会に所属している運動部員を対象とした調査結果からみた 
     運動部空間の特徴と指導者の立場の強化に関する考察     …92 
 
第 7 章 高校時にバレーボール部に所属経験を有する大学バレーボール部員における 
    高校時の被体罰経験と体罰の捉え方、指導および指導者に対する意識 
第 1 節 分析視点         …96 
第 2 節 調査概要         …96 
第 3 節 性別と競技レベルからみた体罰に関する意識             …99 
第 4 節 運動部満足度およびスポーツ観       …102 
第 5 節 指導者および指導に関する項目       …104 
 第 6 節 部員による体罰の捉え方と項目間の関係      …109 
 第 7 節 運動部員の体罰の捉え方と部員の集団特性     …118 
 
第 8 章 高校バレーボール部指導者における体罰経験、指導および体罰に関する意識 
第 1 節 分析視点         …121 
第 2 節 調査概要         …122 
第 3 節 調査結果および内容の考察       …123 
第 4 節 体罰に関する意識・行動       …132 
第 5 節 指導者の神格化と体罰        …141 
 
第 9 章 運動部における体罰発生の要因検討 
第 1 節 運動部外部における懲戒と体罰の判断基準の揺らぎによる影響   …146 
第 2 節 運動部内における体罰の指導の一環化      …147 
第 3 節 指導者の神格化と身内化の成立       …155 
第 4 節 運動部内における体罰を指導の一環として捉える背景    …160 






 第 1 節 本研究の概要と結論        …170 
第 2 節 運動部での体罰をこえて―スポーツ界の課題     …173 
第 3 節 本研究の限界と今後の研究課題       …175 
 
引用参考文献一覧         …178 
 
参考資料 1「学校運動部活動における活動状況及び体罰に関する調査」調査用紙  …201 
参考資料 2「過去の運動部活動における体罰及び指導に関する調査」調査用紙   …208 
参考資料 3「学校運動部活動における指導意識及び指導活動に関する調査」調査用紙…217 
 





























































































































第 1 章 学校運動部活動における体罰問題の所在と先行研究の検討 
 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































教育法第 11 条の内容を中心にみていくこととする。 
 学校教育法第 11 条において、懲戒と体罰は以下の通り明文化されている。 
 























































































































































































































































運動部内部における運動部当事者である部員と指導者に関して、まず研究 4-1（第 6 章）で
は体育会に所属している運動部員に対して実施した調査結果から、部員が有している、運
動部空間に対する意識、および指導者との関係性について、部員の被体罰経験の有無に着
目しながら明らかにする。加えて研究 4-2（第 7 章）として、大学体育会バレーボール部に
所属している運動部員を対象として実施した調査結果から、主に運動部指導における指導
と体罰の捉え方に着目して、部員が運動部内で体罰を受容する様相について明らかにする。 




































































































第 1 節 1955 年大阪高等裁判所判決とその影響 
 





【裁判例 1 概要】 
1955 年（昭和 30 年）大阪高等裁判所判決（通称「奈良・池原中事件」） 
【判決年月日】 
1955（昭和 30）年 5 月 16 日 
【判決裁判所】 
大阪高等裁判所第 1 刑事部 
【事件番号】 
































































【裁判例 2 概要】 
1981 年（昭和 56 年）東京高等裁判所判決（通称「水戸五中事件」） 
【判決年月日】 
昭和 56 年 4 月 1 日 
【裁判所】 
東京高等裁判所刑事第 3 部 
【事件番号】 






















































【裁判例 3 概要】 
1990 年（平成 2 年）浦和地方裁判所判決 
【判決年月日】 
平成 2 年 3 月 26 日 
【裁判所】 
浦和地方裁判所刑事第 3 部 
【事件番号】 































第 4 節 2009 年最高裁判所判決とその影響 
 








【裁判例 4 概要】 
2009（平成 21）年最高裁判決 
【判例年月日】 
平成 21 年 4 月 28 日 
最高裁判所第三小法廷 

















































































 3）1990 年判決を契機として 





向へと移っていった。それが 1990 年判決にみられた 1955 年判決の状況へと回帰すること
となり、教員たちの裁量の範囲は再び狭くなっていったと考えられる。 
 

































第 4 章 運動部における体罰に関する裁判例研究 
 
第 1 節 本章の研究目的 
 




















掲載判例数の多さ等の観点から、以下の 3 つの判例 DB を分析対象とした。今回の調査で
着目する、運動部での体罰に関して、「体罰」とともに対象を広げるため、「部活」（運動部
活動を含む）をキーワードとする、「体罰 and 部活」のキーワードを 3 つの判例 DB に入力
し、検索を行った。 
 
 1.LLI 統合型法律情報システム 
  URL http://www.lli-hanrei.com/indexjp.html 
 2.TKC 法律情報データベース（TKC ローライブラリー内） 
  URL http://lex.lawlibrary.jp/index.html 
 3.D1-Law.com 









 LLI 統合型法律情報システム 45 件 
 TKC 法律情報データベース 43 件 












なお事案概要については、3 つの判例 DB で共通にみられる判例について、より簡潔にま
とめられていた D1-Law.com の内容を、それ以外のデータについては、その判例が掲載さ
れている DB の事案概要を引用した。表に示した内容は、3 つの判例 DB に提示された判例
であり、運動部における体罰に関する裁判結果として主だった事例は把捉できているもの















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































体罰が発生した年代を見ると、1980 年代 2 件、1990 年代 4 件、2000 年代 10 件、2010
年代 2 件であり、判決が出された年代では、1980 年代 0 件、1990 年代 4 件、2000 年代 7
件、2010 年代 7 件であった。体罰発生年代、判決年代、ともに、2000 年以降に多くの判
例が提示されていたことがわかる。 
 事件区分では、刑事事件 2 件、民事事件 16 件であった。指導者の体罰行為そのものは、









生徒の学年は、中・高校を含め、確認することができた範囲では、1 年生 3 件、2 年生 5 件、
3 年生 1 件であった。 
 体罰の発生した運動部について競技別でみると、個人競技 11 件（柔道 5 件、剣道 2 件、
テニス・ソフトテニス 2 件、陸上競技 1 件、水泳 1 件）で、団体競技 7 件（バレーボール 3
件、野球 2 件、サッカー1 件、バスケットボール 1 件）であった。これらの競技について、


































れた。体罰が行われた場所について、事件番号 3 と 12 は試合会場であるが、その他では、
普段の活動を行っている練習場で行われている場合が多く見られる。また、試合会場にお












































いては、判例 DB の書誌および全文部分を引用している。 
 
 1）運動部体罰の指導者および指導の特徴からみた判例と体罰の発生要因 






























































































































































・競技別にみると、柔道 5 件、バレーボール 3 件、野球 2 件、剣道 2 件、テニス・ソフト










































第 5 章 省庁からの通知・通達の検討から見た体罰問題に対する教育判断 
 
第 1 節 体罰問題に対する教育判断の概要 
 














第 2 節 体罰に関する法令および通知・通達の歴史的変遷 
 
これまでの体罰に関連する法令および通知・通達に関して、表 5-1-1 の内容にみられる、




































学校教育における懲戒権については、飯野・小熊（1999）が第 3 次小学校令第 47 条に関
して、「1900（明治 33）年の『改正小学校令（第 3 次小学校令）』において、はじめて法制
上懲戒権が決定（体罰禁止規定を含む）された」（飯野・小熊 1999、103）と指摘している。 
 









関東小学校規則改正」を経て、1947 年に現行の学校教育法の第 11 条が施行され、現在に
至る学校教育での体罰禁止の法源となっている。 
 





























































































 2）1981 年判決と文部省の見解 














 3）2009 年判決と文部科学省の動向 


























 4）2013 年大阪地方裁判所判決（2013 年判決）と文部科学省の動向 
 2013 年大阪地方裁判所判決（以下、「2013 年判決」とする）は、2012 年にバスケットボ
ール部主将であった男子生徒が指導者からの体罰を含む言動を理由に命を絶った事件であ
り、文部科学省の通知が短い期間に複数出されたという点で、重要な事案であったといえ
る。まず 2013 年判決の概要を提示し、そのうえで教育界の動きについて検討する。 
 
【判例】 
2013 年（平成 25 年）大阪地方裁判所判決（桜宮高バスケットボール部事件） 
【判例年月日】 
平成 25 年 9 月 26 日 大阪地方裁判所 
【事件の概要】 
 大阪市立桜宮高校バスケットボール部において、同部顧問であった教員が同部主将の生
徒に対して主将就任時である 2012 年 9 月から 12 月までに複数回にわたり「プレーが意に
沿わない」「何で相手の動きを意識しないのか」などとして生徒の顔や側頭部周辺に平手打
ちを行う体罰を複数回にわたり加えた。そして 12 月 22 日には十数回同生徒をたたき、口
を切る約 3 週間のけがを負わせた。同生徒は「なぜ僕だけがシバき回されなければならな
いのですか」などとする書面を書き残し 12 月 23 日に自宅で自殺した。 
 2013 年 1 月 8 日に大阪市教育委員会により生徒の自殺が公表され、2 月 13 日に教員は
懲戒免職処分された。3 月 22 日に大阪府警により元教員が暴行と傷害の両容疑で書類送検
され、7 月 4 日に在宅起訴された。検察側は懲役 1 年を求刑。 
【判決】 

















































 2012 年 9 月   男子生徒がバスケットボール部主将に就任 
     11 月   当時顧問の元教員が「プレーが意に沿わない」として生徒を平手打ち 
     12 月 23 日 生徒が自宅で自殺 
2013 年 1 月 8 日  大阪市教育委員会が生徒の自殺を公表 
    2 月 13 日 大阪市教育委員会が元顧問を懲戒免職処分 
    3 月 22 日 大阪府警が元顧問を書類送検 
    7 月 4 日  大阪地検が元顧問を在宅起訴 
    9 月 5 日  大阪地裁で初公判 
    9 月 26 日 大阪地裁が有罪判決 
 






























































































































































































































































































































第 6 章 高校時に運動部に所属経験を有する大学運動部所属学生における高校時の 































































第 2 節 調査概要 
 
 1）調査対象 
 本調査における調査対象は、関東と関西の大学計 9 校（A 大学、B 大学、C 大学、D 大
学、E 大学、F 大学、G 大学、H 大学、I 大学）に在籍し、大学体育会に調査時点で現役部
員として所属していた大学生合計 512 名（A 大学 308 名、B 大学 48 名、C 大学 37 名、D








 本調査は 2013 年 6 月から 7 月および 10 月から 11 月にかけて行った。調査協力に応じ
た各体育会運動部の担当者に質問紙を配布し、各部活動で回答してもらったうえで直接回
収した。712 部質問紙を配布し、512 部の有効回答を得た（回収率 71.9%）。今回の調査は、
高校運動部に関する調査であることから、512 部の有効回答の内、高校期に学校運動部に所





























































43.1%、スポーツ推薦入試 31.7%、その他入試 25.3%、大学入試では、一般入試 34.5%、ス
ポーツ推薦入試 29.3%、その他入試 36.2%という結果となり、スポーツ推薦によって入学


































第 3 節 運動部における体罰状況および意識 
 
 1）運動部における被体罰経験 




















































日常的に 数度 一度だけ 一度もない
高校期（N=485） 7.0% 21.4% 3.1% 68.5%
男性（N=375） 6.7% 21.1% 3.5% 68.8%
女性（N=110） 8.2% 22.7% 1.8% 67.3%
全国大会未満（N=343） 5.5% 16.9% 4.1% 73.5%
全国大会以上（N=142） 10.6% 32.4% 0.7% 56.3%
バレーボール（N=115） 14.8% 31.3% 5.2% 48.7%
野球（N=182） 4.4% 21.4% 2.7% 71.4%
バスケットボール（N=67） 6.0% 17.9% 1.5% 74.6%
サッカー（N=26） 0.0% 3.8% 0.0% 96.2%
柔道（N=13） 7.7% 38.5% 0.0% 53.8%
陸上競技（N=37） 5.4% 0.0% 2.7% 91.9%
ラグビー（N=37） 5.4% 21.6% 5.4% 67.6%














































































全体（N=450） 43.1% 15.3% 19.6% 9.6% 3.3% 9.1%
男性（N=354） 42.7% 16.1% 17.8% 10.7% 3.4% 9.3%
女性（N=96） 44.8% 12.5% 26.0% 5.2% 3.1% 8.3%
全国大会未満（N=319） 36.1% 19.4% 19.4% 11.0% 3.4% 10.7%
全国大会以上（N=131） 60.3% 5.3% 19.8% 6.1% 3.1% 5.3%
バレーボール（N=111） 58.6% 11.7% 14.4% 4.5% 3.6% 7.2%
野球（N=173） 41.0% 15.0% 19.7% 11.6% 2.9% 9.8%
バスケットボール（N=57） 47.4% 8.8% 21.1% 7.0% 7.0% 8.8%
サッカー（N=22） 45.5% 18.2% 9.1% 13.6% 4.5% 9.1%
柔道（N=12） 50.0% 25.0% 16.7% 0.0% 0.0% 8.3%
陸上競技（N=32） 6.3% 21.9% 25.0% 25.0% 3.1% 18.8%
ラグビー（N=35） 34.3% 25.7% 28.6% 8.6% 0.0% 2.9%






















































1.自分が部活動を怠けていたとき 86.0% 85.4% 88.0% 92.0% 83.6% **
2.自分が不甲斐ないミスをしたとき 62.0% 59.7% 70.0% 77.4% 55.7% ***
3.プレーについて指導者の指示通りにできなかった
とき
49.7% 47.7% 56.4% 63.5% 44.0% ***
4.試合に負けたとき 32.6% 32.6% 32.7% 46.1% 27.0% ***
5.自分の責任で試合に負けたとき 58.6% 56.6% 65.4% 70.0% 53.9% ***
6.自分は悪くないのに、チームが試合に負けたこと
で連帯責任としてとがめられたとき
37.1% 34.5% 45.8% 47.9% 32.6% **
7.プレーについて自分の技術以上のことを求められ
たとき
31.7% 30.7% 35.5% 41.1% 27.8% **
8.プレーについて自分の技術でできることをやらな
かったとき
70.7% 67.6% 80.9% * 81.6% 66.2% ***
9.チームを代表して責任を追及されたとき 53.8% 52.1% 59.1% 68.8% 47.5% ***
10.指導者から怠慢であると指摘されたとき 62.5% 64.1% 57.2% 73.0% 58.1% **
11.自分の礼儀やマナーが悪かったとき 82.6% 82.2% 83.6% 86.6% 81.0%
12.練習に寝坊して遅刻したとき 76.9% 77.9% 73.6% 85.7% 73.3% **
13.高い競技成績を残している指導者から指導され
ていたとき






























全体（N=475） 11.6% 68.0% 19.6% 0.8%
男性（N=367） 12.3% 66.8% 20.2% 0.8%
女性（N=108） 9.3% 72.2% 17.6% 0.9%
全国大会未満（N=337） 10.7% 68.2% 20.2% 0.9%
全国大会以上（N=138） 13.8% 67.4% 18.1% 0.7%
バレーボール（N=112） 13.4% 67.0% 19.6% 0.0%
野球（N=176） 9.7% 69.9% 19.3% 1.1%
バスケットボール（N=68） 10.6% 77.3% 12.1% 0.0%
サッカー（N=26） 23.1% 61.5% 15.4% 0.0%
柔道（N=13） 0.0% 30.8% 61.5% 7.7%
陸上競技（N=37） 5.4% 70.3% 21.6% 2.7%
ラグビー（N=37） 16.2% 70.3% 13.5% 0.0%



























1.自分が部活動を怠けていたとき 90.4% 89.4% 86.4% 80.8% 76.9% 79.0% 70.2% 75.0% *
2.自分が不甲斐ないミスをしたとき 74.0% 64.0% 74.6% 30.8% 69.3% 34.2% 37.8% 75.0% ***
3.プレーについて指導者の指示通りにできなかった
とき
56.2% 48.9% 64.2% 23.0% 53.9% 26.4% 43.2% 75.0% **
4.試合に負けたとき 50.0% 28.6% 26.9% 23.0% 53.9% 21.1% 18.9% 37.5% **
5.自分の責任で試合に負けたとき 76.5% 56.2% 70.6% 46.1% 61.6% 42.1% 37.8% 50.0% ***
6.自分は悪くないのに、チームが試合に負けたこと
で連帯責任としてとがめられたとき
49.6% 32.5% 50.8% 19.2% 23.1% 26.3% 27.0% 25.0% *
7.プレーについて自分の技術以上のことを求められ
たとき
53.9% 23.6% 34.3% 30.7% 23.1% 13.1% 18.9% 37.5% ***
8.プレーについて自分の技術でできることをやらな
かったとき
83.5% 65.2% 79.1% 64.0% 77.0% 50.0% 62.1% 77.5% **
9.チームを代表して責任を追及されたとき 65.8% 53.1% 64.1% 50.0% 61.6% 29.0% 27.0% 50.0% ***
10.指導者から怠慢であると指摘されたとき 62.2% 69.5% 65.6% 57.7% 53.9% 44.7% 48.6% 62.5% *
11.自分の礼儀やマナーが悪かったとき 84.4% 87.0% 82.1% 84.6% 69.2% 73.7% 64.8% 100.0%
12.練習に寝坊して遅刻したとき 83.4% 80.3% 72.8% 77.0% 61.5% 65.7% 64.8% 75.0% *
13.高い競技成績を残している指導者から指導され
ていたとき





































全体（N=476） 58.8% 28.6% 6.1% 6.5%
男性（N=367） 60.5% 26.4% 6.8% 6.3%
女性（N=109） 53.2% 35.8% 3.7% 7.3%
全国大会未満（N=337） 59.9% 27.3% 5.9% 6.8%
全国大会以上（N=139） 56.1% 31.7% 6.5% 5.8%
バレーボール（N=114） 55.3% 28.1% 11.4% 5.3%
野球（N=177） 65.0% 26.0% 5.1% 4.0%
バスケットボール（N=66） 56.1% 37.9% 0.0% 6.1%
サッカー（N=24） 66.7% 29.2% 0.0% 4.2%
柔道（N=13） 38.5% 38.5% 7.7% 15.4%
陸上競技（N=37） 59.5% 29.7% 8.1% 2.7%
ラグビー（N=37） 45.9% 21.6% 8.1% 24.3%










































全体（N=474） 51.9% 17.7% 7.6% 22.8%
男性（N=364） 48.4% 20.1% 8.2% 23.4%
女性（N=110） 63.6% 10.0% 5.5% 20.9%
全国大会未満（N=334） 53.3% 16.2% 7.8% 22.8%
全国大会以上（N=140） 48.6% 21.4% 7.1% 22.9%
バレーボール（N=114） 59.6% 14.9% 4.4% 21.1%
野球（N=174） 48.3% 23.6% 9.8% 18.4%
バスケットボール（N=67） 53.7% 10.4% 10.4% 25.4%
サッカー（N=25） 52.0% 24.0% 8.0% 16.0%
柔道（N=13） 69.2% 15.4% 7.7% 7.7%
陸上競技（N=36） 55.6% 13.9% 2.8% 27.8%
ラグビー（N=37） 32.4% 13.5% 5.4% 48.6%











































1.自分の居場所である 86.5% 86.5% 86.3% 86.5% 86.5%
2.ほっとする場所だ 68.8% 69.0% 68.2% 62.9% 71.1%
3.仲間意識を強く感じる場所だ 92.9% 92.2% 95.5% 91.4% 93.5%
4.皆を身内であると感じる場所だ 87.1% 86.3% 90.0% 89.3% 86.2%
5.上下関係を強く感じる場所だ 59.9% 59.2% 62.4% 66.0% 57.5% **
6.何をしても許される 14.6% 17.1% 6.3% * 15.1% 14.4%
7.理不尽なことがまかり通る 33.1% 37.3% 19.1% ** 41.5% 29.7%
8.常識が通用しない 30.4% 35.4% 13.6% *** 38.2% 27.2% *
9.誰もが平等な感覚がある 48.3% 49.9% 43.1% 42.4% 50.7%
10.強い者が評価される場所だ 72.6% 76.8% 58.2% ** 72.9% 72.4% *
11.閉鎖的な空間に感じる 28.5% 31.1% 20.0% 32.1% 27.0%
12.開放的な空間に感じる 54.9% 56.1% 50.9% 46.0% 58.5% ***
13.ありのままの自分になれる 71.3% 72.0% 69.1% 63.6% 74.5% **
14.生きていると実感できる空間だ 73.8% 73.8% 73.7% 72.8% 74.1%
15.気が抜けない場所だ 73.3% 72.2% 77.3% 83.6% 69.1% ***
16.強い緊張を伴う場所だ 69.3% 68.7% 71.6% 83.4% 63.6% ***
17.神聖な空間だ 50.1% 51.8% 44.5% 56.5% 47.4% *
18.仲間外れにされたら終わりだと思う空間だ 36.0% 35.8% 36.4% 38.9% 34.8%
19.隔離された空間だ 26.1% 28.2% 19.1% * 32.4% 23.5%



















































1.自分の居場所である 79.9% 87.2% 89.6% 96.2% 92.3% 91.9% 81.0% 100.0%
2.ほっとする場所だ 61.4% 62.3% 68.6% 96.1% 92.3% 86.5% 72.9% 87.5% *
3.仲間意識を強く感じる場所だ 91.3% 91.5% 95.5% 96.1% 100.0% 91.9% 94.6% 100.0%
4.皆を身内であると感じる場所だ 85.1% 87.1% 88.0% 84.6% 100.0% 86.5% 86.4% 100.0%
5.上下関係を強く感じる場所だ 64.6% 65.4% 59.8% 30.8% 53.9% 40.5% 61.1% 62.5% *
6.何をしても許される 16.9% 16.2% 10.5% 7.7% 15.4% 13.9% 13.5% 12.5%
7.理不尽なことがまかり通る 36.9% 34.9% 20.9% 19.2% 30.8% 24.3% 54.0% 37.5%
8.常識が通用しない 33.5% 35.2% 18.2% 19.2% 46.2% 13.5% 43.2% 25.0% *
9.誰もが平等な感覚がある 48.2% 44.9% 43.3% 46.2% 61.6% 62.1% 59.5% 37.5%
10.強い者が評価される場所だ 65.7% 78.3% 64.1% 73.1% 69.3% 59.4% 91.9% 87.5% *
11.閉鎖的な空間に感じる 28.3% 27.4% 29.9% 15.4% 46.2% 24.3% 43.2% 12.5%
12.開放的な空間に感じる 48.7% 53.1% 53.1% 69.3% 46.2% 81.1% 54.0% 50.0%
13.ありのままの自分になれる 64.0% 70.4% 67.2% 88.5% 100.0% 78.3% 73.0% 87.5%
14.生きていると実感できる空間だ 69.0% 73.2% 77.6% 73.1% 84.6% 86.4% 64.8% 87.5%
5.気が抜けない場所だ 76.3% 78.8% 76.1% 50.0% 77.0% 41.7% 78.4% 75.0% **
16.強い緊張を伴う場所だ 66.9% 76.6% 76.1% 50.0% 84.7% 45.9% 59.4% 75.0% *
17.神聖な空間だ 48.2% 58.7% 44.8% 32.0% 69.3% 36.1% 45.9% 37.5%
18.仲間外れにされたら終わりだと思う空間だ 44.8% 34.1% 27.2% 19.2% 41.7% 30.6% 48.6% 37.5% **
19.隔離された空間だ 26.3% 28.1% 21.2% 23.0% 38.5% 16.2% 35.1% 12.5% *



































1.厳しい言動であるように感じた 72.7% 74.0% 68.2% 76.3% 71.2%
2.優しい言動であるように感じた 26.6% 28.8% 19.2% * 24.6% 27.4%
3.積極的に感じた 75.9% 75.7% 76.6% 72.8% 77.1%
4.消極的に感じた 18.1% 19.8% 12.1% 17.1% 18.5%
5.感情的に感じた 71.3% 72.0% 69.0% 69.7% 71.9%
6.理性的に感じた 48.1% 51.8% 35.8% * 52.5% 46.3%
7.気難しく感じた 46.0% 47.6% 40.9% 49.3% 44.7%
8.気さくに感じた 33.3% 35.6% 25.7% * 30.0% 34.7%
9.偉そうな態度であるように感じた 43.5% 43.9% 42.2% 41.1% 44.4%
10.謙虚な態度であるように感じた 29.8% 31.6% 23.4% 31.4% 29.1%
11.絶対的な存在であるように感じた 67.4% 67.5% 67.3% 69.7% 66.4% **
12.親のような身近な感覚を受けた 41.3% 41.4% 40.9% 44.4% 40.0% *
13.近寄りやすく感じた 41.9% 43.8% 35.5% 35.5% 44.5%
14.近寄りがたく感じた 51.4% 52.0% 49.1% 57.0% 48.9%
15.有無を言わせない圧力を感じた 53.4% 53.6% 52.8% 63.4% 49.3% *


























1.厳しい言動であるように感じた 70.1% 82.2% 67.2% 50.0% 84.6% 44.5% 81.1% 87.5% ***
2.優しい言動であるように感じた 31.0% 28.1% 19.4% 30.7% 15.4% 22.2% 27.0% 12.5%
3.積極的に感じた 72.2% 80.5% 74.2% 73.1% 84.6% 63.9% 75.6% 87.5%
4.消極的に感じた 18.1% 24.4% 10.6% 7.7% 7.7% 11.5% 23.9% 12.5%
5.感情的に感じた 62.6% 74.5% 77.6% 80.8% 77.0% 48.6% 81.0% 87.5%
6.理性的に感じた 43.9% 52.5% 43.2% 26.9% 46.2% 61.1% 56.7% 25.0%
7.気難しく感じた 43.4% 53.1% 37.3% 38.5% 69.3% 34.3% 37.8% 75.0%
8.気さくに感じた 25.5% 38.0% 31.4% 26.9% 23.1% 41.7% 40.5% 25.0%
9.偉そうな態度であるように感じた 46.5% 47.2% 32.8% 34.6% 53.9% 44.4% 37.8% 37.5%
10.謙虚な態度であるように感じた 31.0% 33.6% 26.9% 19.2% 15.4% 25.0% 35.1% 12.5%
11.絶対的な存在であるように感じた 63.8% 76.0% 68.6% 38.4% 100.0% 52.7% 59.4% 62.5% *
12.親のような身近な感覚を受けた 39.6% 41.9% 49.2% 42.3% 46.2% 33.3% 35.1% 37.5%
13.近寄りやすく感じた 34.8% 43.3% 40.3% 53.9% 30.8% 47.2% 48.6% 50.0%
14.近寄りがたく感じた 52.6% 57.0% 46.3% 28.0% 61.6% 44.4% 51.3% 37.5%
15.有無を言わせない圧力を感じた 59.5% 58.4% 49.3% 30.7% 53.9% 36.1% 54.0% 37.5%




































全体（N=489） 21.6% 29.6% 32.7% 16.0%
男性（N=376） 22.3% 29.5% 32.4% 15.7%
女性（N=110） 19.1% 30.0% 33.6% 17.3%
全国大会未満（N=344） 23.5% 31.1% 32.8% 12.5%
全国大会以上（N=142） 16.9% 26.1% 32.4% 24.6%
バレーボール（N=117） 20.5% 31.6% 28.2% 19.7%
野球（N=180） 21.1% 30.6% 34.4% 13.9%
バスケットボール（N=67） 23.9% 28.4% 34.3% 13.4%
サッカー（N=26） 23.1% 34.6% 26.9% 15.4%
柔道（N=13） 15.4% 15.4% 38.5% 30.8%
陸上競技（N=38） 28.9% 31.6% 28.9% 10.5%
ラグビー（N=37） 13.5% 27.0% 43.2% 16.2%































全体（N=489） 33.5% 42.6% 15.5% 8.5%
男性（N=375） 30.7% 43.2% 16.5% 9.6%
女性（N=109） 43.1% 40.4% 11.9% 4.6%
全国大会未満（N=343） 29.7% 43.7% 18.4% 8.2%
全国大会以上（N=141） 42.6% 39.7% 8.5% 9.2%
バレーボール（N=115） 38.3% 40.9% 9.6% 11.3%
野球（N=181） 28.2% 48.1% 14.9% 8.8%
バスケットボール（N=66） 39.4% 45.5% 13.6% 1.5%
サッカー（N=26） 26.9% 34.6% 30.8% 7.7%
柔道（N=13） 69.2% 30.8% 0.0% 0.0%
陸上競技（N=38） 21.1% 31.6% 31.6% 15.8%
ラグビー（N=37） 40.5% 35.1% 18.9% 5.4%























全体（N=481） 28.5% 37.0% 17.5% 17.0%
男性（N=372） 29.6% 37.9% 16.1% 16.4%
女性（N=109） 24.8% 33.9% 22.0% 19.3%
全国大会未満（N=342） 31.6% 38.3% 15.8% 14.3%
全国大会以上（N=139） 20.9% 33.8% 21.6% 23.7%
バレーボール（N=112） 18.8% 35.7% 21.4% 24.1%
野球（N=180） 28.9% 41.1% 15.6% 14.4%
バスケットボール（N=67） 28.4% 31.3% 20.9% 19.4%
サッカー（N=26） 34.6% 30.8% 7.7% 26.9%
柔道（N=13） 7.7% 46.2% 30.8% 15.4%
陸上競技（N=38） 50.0% 42.1% 0.0% 7.9%
ラグビー（N=37） 35.1% 27.0% 29.7% 8.1%





















第 6 節 被体罰経験の有無と項目間の検討 
 
















全体（N=484） 6.8% 22.3% 7.9% 63.0%
男性（N=374） 6.1% 21.4% 5.3% 67.1%
女性（N=110） 9.1% 25.5% 16.4% 49.1%
全国大会未満（N=343） 5.5% 20.7% 7.0% 66.8%
全国大会以上（N=141） 9.9% 26.2% 9.9% 53.9%
バレーボール（N=115） 10.4% 33.0% 11.3% 45.2%
野球（N=180） 5.6% 19.4% 4.4% 70.6%
バスケットボール（N=67） 6.0% 23.9% 13.4% 56.7%
サッカー（N=26） 3.8% 7.7% 11.5% 76.9%
柔道（N=13） 15.4% 46.2% 0.0% 38.5%
陸上競技（N=38） 0.0% 10.5% 5.3% 84.2%
ラグビー（N=37） 8.1% 16.2% 5.4% 70.3%

























































被体罰経験あり（N=151） 50.3% 13.2% 19.2% 9.9% 3.3% 4.0%






















































































被体罰経験あり（N=150） 52.7% 30.0% 9.3% 8.0%













被体罰経験あり（N=147） 48.3% 23.1% 8.2% 20.4%












被体罰経験あり（N=148） 14.9% 64.9% 19.6% 0.7%














































































































































































































被体罰経験あり（N=152） 16.4% 25.7% 32.9% 25.0%


















被体罰経験あり（N=150） 20.0% 37.3% 17.3% 25.3%


















第 7 節 大学体育会に所属している運動部員を対象とした調査結果からみた運動部空間の 

















被体罰経験あり（N=151） 11.9% 31.8% 10.6% 45.7%
















被体罰経験あり（N=151） 37.1% 45.7% 10.6% 6.6%
































































































第 7 章 高校時にバレーボール部に所属経験を有する大学バレーボール部員における 
    高校時の被体罰経験と体罰の捉え方、指導および指導者に対する意識 
 
第 1 節 分析視点 
 























第 2 節 調査概要 
 
 1）調査対象 
 本調査における調査対象は、全国各地区の大学体育会バレーボールリーグ 1 部（2015－
2016 年）に所属していた男子 12 大学（A 大学、B 大学、C 大学、D 大学、E 大学、F 大学、
G 大学、H 大学、I 大学、J 大学、K 大学、L 大学）、女子 5 大学（M 大学、N 大学、O 大
学、P 大学、Q 大学）に所属していたバレーボール部員 398 名（A 大学 25 名、B 大学 24
名、C 大学 16 名、D 大学 25 名、E 大学 20 名、F 大学 22 名、G 大学 40 名、H 大学 28 名、
97 
 
I 大学 10 名、J 大学 28 名、K 大学 26 名、L 大学 26 名、M 大学 10 名、N 大学 25 名、O
大学 21 名、P 大学 37 名、Q 大学 15 名）である。 
 
 2）調査時期と方法 
 本調査は、2016 年 3 から 6 月にかけて、郵送法による質問紙調査によって実施した。具
体的には、調査協力に応じた各大学の体育会バレーボール部の監督に調査用紙を郵送し、
各大学で回答してもらったうえで郵送により回収した。質問紙の郵送枚数については、各
大学から連絡を受けた枚数を送付した。その結果 475 部を郵送し、398 部の有効回答が得
られた。回収率は 83.8%であった。なお、398 部の有効回答の内、すべて高校時にバレーボ




































































































































































日常的に 数度 一度だけ 一度もない
全体（N=395） 11.1% 27.1% 2.3% 59.5%
男性（N=289） 9.7% 29.8% 2.4% 58.1%
女性（N=106） 15.1% 19.8% 1.9% 63.2%
全国大会未満（N=171） 5.5% 16.9% 4.1% 73.5%







日常的に 数度 一度だけ 一度もない
全体（N=397） 11.6% 30.5% 5.8% 52.1%
男性（N=291） 10.7% 26.8% 4.8% 57.7%
女性（N=106） 14.2% 40.6% 8.5% 36.8%
全国大会未満（N=343） 11.0% 25.0% 5.8% 58.1%















































全体（N=392） 30.9% 41.3% 18.1% 9.7%
男性（N=286） 31.8% 41.3% 16.4% 10.5%
女性（N=106） 28.3% 41.5% 22.6% 7.5%
全国大会未満（N=169） 28.4% 42.0% 21.3% 8.3%
































全体（N=395） 23.0% 64.3% 12.3% 0.3%
男性（N=289） 24.2% 60.9% 14.5% 0.3%
女性（N=106） 19.8% 73.6% 6.6% 0.0%
全国大会未満（N=173） 18.5% 69.4% 12.1% 0.0%



























1.部活動を怠けていたとき 1.71 1.72(.812) 1.67(.840) .600(388) 1.69(.813) 1.73(.827) 0.549(388)
2.不甲斐ないミスをしたとき 2.08 2.11(.887) 2.03(.882) .762(387) 1.99(.878) 2.21(.881) 2.520(388) *
3.指導者の指示通りにできなかったとき 2.33 2.32(.963) 2.36(.923) -.366(387) 2.29(.948) 2.38(.957) 0.948(388)
4.勝てる試合に負けたとき 2.16 2.16(.949) 2.15(.998) .050(388) 2.13(1.003) 2.19(.906) 0.591(388)
5.ポジション上の役割を果たせなかったとき 2.07 2.07(.904) 2.05(.870) .257(387) 1.99(.896) 2.17(.884) 1.917(387)
6.自分は悪くないが連帯責任として咎められたとき 2.42 2.45(1.027) 2.33(1.016) .974(388) 2.34(1.01) 2.51(1.036) 1.665(387)
7.自分の技術以上のことを求められたとき 2.45 2.44(1.001) 2.47(.981) -.216(388) 2.43(.987) 2.47(1.006) 0.325(388)
8.自分の技術でできることをやらなかったとき 1.98 1.99(.890) 1.94(.864) .462(388） 1.97(.904) 1.98(.855) 0.104(388)
9.代表して責任を追及されたとき 2.12 2.11(.955) 2.17(1.014) -.597(388) 2.10(.961) 2.16(.984) 0.653(388)
10.指導者から怠慢と指摘されたとき 2.14 2.12(.915) 2.21(.927) -.860(388) 2.11(.935) 2.18(.897) 0.749(388)
11.礼儀やマナーが悪かったとき 1.77 1.75(.851) 1.82(.896) -.727(388) 1.81(.886) 1.72(.832) -1.014(388)
12.練習に寝坊して遅刻したとき 1.90 1.89(.938) 1.94(.912) -.479(387) 1.93(.939) 1.87(.919) -0.662(387)
13.高い競技成績を残した指導者から指導されたとき 2.41 2.38(.991) 2.49(1.024) -1.004(387) 2.38(.991) 2.44(1.013) 0.590(387)























































1.バレー部の活動全体 1.71 1.73(.892) 1.67(.927) 0.613(388) 1.73(.942) 1.69(.846) -0.506(388)
2.競技成績 2.57 2.54(1.225) 2.65(1.143) -0.818(387) 2.38(1.180) 2.81(1.194) 3.539(387) ***
3.指導者との関係 2.07 2.10(1.060) 1.99(1.089) 0.879(386) 2.04(1.110) 2.11(1.011) 0.701(386)
4.指導方法 2.14 2.18(1.145) 2.04(1.082) 1.134(385) 2.04(1.136) 2.28(1.108) 2.085(385) *
5.同級生との関係 1.76 1.76(.999) 1.75(1.045) 0.04(387) 1.8(1.058) 1.7(.944) -0.985(387)
6.先輩後輩との関係 1.79 1.79(.970) 1.80(.945) -0.096(388) 1.80(1.000) 1.79(.914) -.095(388)
7.体力精神力の向上 1.79 1.81(.937) 1.74(.920) 0.669(388) 1.73(.893) 1.88(.977) 1.502(388)
8.バレーボール技能向上 1.91 1.94(1.033) 1.82(.992) 1.08(387) 1.94(.966) 2(1.052) 1.523(387)











































1.伝統やしきたりは大切に受け継ぐべき 1.72 1.67(.734) 1.85(.704) -2.111(387) * 1.71(.709) 1.74(.756) 0.408(387)
2.スポーツの本質はゲームを楽しむこと 2.09 2.08(.837) 2.11(.788) -0.391(387) 2.04(.836) 2.15(.805) 1.373(387)
3.スポーツは「道」をきわめる手段 1.62 1.64(.693) 1.57(.618) 0.886(386) 1.59(.660) 1.66(.689) 0.974(386)
4.技術の優れている者が重視されるべき 2.11 2.04(.916) 2.31(.984) -2.613(387) ** 2.10(.943) 2.13(.943) 0.336(387)
5.自己を犠牲にしてもチームのために貢献すべき 1.67 1.70(.746) 1.58(.690) 1.433(387) 1.66(.735) 1.68(.731) 0.377(387)
6.勝負には勝たねばならない 1.61 1.63(.724) 1.58(.647) 0.569(387) 1.63(.753) 1.60(.638) -0.444(387)
7.技術や体力よりも精神力が大切 1.78 1.78(.740) 1.80(.562) -0.311(243.548) 1.81(.705) 1.75(.685) -0.745(387)
8.結果よりもそれまでの努力が大切 1.88 1.99(.822) 1.58(.676) 5.013(224.799) *** 1.89(.818) 1.86(.792) -0.355(385)
9.礼儀・作法を大切にすべき 1.35 1.42(.591) 1.19(.395) 4.319(278.019) * 1.39(.575) 1.31(.523) -1.431(378.575)
10.技能向上のためにきびしく鍛錬すべき 1.60 1.63(.703) 1.52(.573) 1.576(226.112) 1.61(.651) 1.6(.699) -0.046(387)
11.いつでもやめられる気楽さをもつべき 2.70 2.63(1.043) 2.88(.937) -2.216(205.776) * 2.69(1.038) 2.70(999) 0.07(385)
12.相手を科学的に分析すべき 1.80 1.84(.734) 1.70(.681) 1.725(386) 1.78(.774) 1.84(.741) 0.74(386)
13.スポーツは、続けることに意義がある 1.54 1.56(.703) 1.49(.606) 1.002(387) 1.54(.666) 1.54(.696) 0.037(387)
14.倒れるほど練習することが大切 2.60 2.54(.935) 2.77(.891) -2.188(386) 2.64(.938) 2.56(.914) -0.786(386)
15.勝敗よりも全力をつくすことが大切 1.83 1.91(.854) 1.63(.697) 3.003(386) 1.86(.851) 1.8(.787) -0.665(386)
16.監督やコーチの命令には全面的に従うべき 2.36 2.33(.899) 2.46(.844) -1.306(386) 2.35(.891) 2.37(.881) 0.265(386)
17.ケガを隠してまでチームにつくすことはない 2.20 2.13(.888) 2.36(.889) -2.249(387) 2.16(.929) 2.24(.844) 0.868(387)
18.技能が同じなら年上の人を選手とすべき 2.47 2.38(1.013) 2.72(.976) -3.028(387) 2.50(1.057) 2.44(.958) -0.555(378.949)
19.メンバー間での上下関係は大切 1.72 1.74(.741) 1.69(.670) 0.609(387) 1.76(.730) 1.67(.710) -1.208(387)
20.技術や勝敗にこだわらず気楽に楽しむべき 2.40 2.36(.911) 2.51(.921) -1.52(387) 2.41(.933) 2.38(.895) -0.35(387)













全体（N=395） 48.1% 36.5% 11.1% 4.3%
男性（N=289） 47.4% 38.1% 10.4% 4.2%
女性（N=106） 50.0% 32.1% 13.2% 4.7%
全国大会未満（N=173） 46.5% 38.8% 10.6% 4.1%






















しい or 気さく」の項目で有意差が認められた。「 1.厳しい or 優しい」は、


















全体（N=394） 22.3% 46.7% 18.6% 12.4%
男性（N=288） 20.5% 44.8% 20.1% 14.6%
女性（N=106） 27.4% 51.9% 14.2% 6.6%
全国大会未満（N=170） 22.9% 47.6% 17.6% 11.8%


























1.厳しい(1)or優しい(5) 2.04 2.14(1.075) 1.78(.877) 3.365(225.047) ** 2.01(1.000) 2.08(1.086) 0.661(390)
2.積極的(1)or消極的(5) 1.92 1.96(.929) 1.82(1.007) .1.316(390) 1.93(.968) 1.92(.931) -.122(390)
3.感情的(1)or理性的(5) 2.12 2.16(1.013) 1.99(1.029) 1.463(388) 2.12(1.052) 2.11(.976) -.127948(388)
4.気難しい(1)or気さく(5) 2.56 2.65(1.078) 2.32(1.079) 2.655(389) ** 2.64(1.079) 2.46(1.091) -1.600(389)








う」を 1 点として、「ややそう思う」（2 点）、「あまりそう思わない」（3 点）、「全くそう思
わない」（4 点）としてその平均値を算出した。その結果、全体の傾向としては、高校入学
時よりも卒業時の方が、部員は指導者を「親のような身近な存在」（高校入学時 2.82、高校
























全体（N=393） 54.7% 34.4% 3.5% 7.3%
男性（N=287） 54.7% 33.8% 4.5% 7.0%
女性（N=106） 54.7% 35.8% 0.9% 8.5%
全国大会未満（N=168） 50.0% 39.9% 3.6% 6.5%


























（入学時）親のような身近な存在 2.82 2.76(1.087) 2.98(.856) -2.016(229.242) 2.78(1.037) 2.88(1.026) .877(371)
（卒業時）親のような身近な存在 2.11 2.13(1.024) 2.04(1.134) .764(371) 2.07(1.063) 2.16(1.045) .854(371)
（入学時）絶対的な存在 2.05 2.07(1.025) 1.98(.985) .762(371) 1.95(.965) 2.17(1.065) 2.004(328.066) *
（卒業時）絶対的な存在 1.94 1.94(.939) 1.93(1.012) .059(370) 1.81(.965) 2.09(.977) 2.804(370) **
（入学時）有無を言わせない圧力を感じた 2.12 2.15(1.039) 2.04(1.004) .968(371) 2.04(1.013) 2.23(1.043) 1.834(371)
（卒業時）有無を言わせない圧力を感じた 2.26 2.21(1.039) 2.37(1.107) -1.29(371) 2.16(1.042) 2.39(1.070) 2.111(371) *
（入学時）あくまでも指導者 2.06 2.12(.927) 1.91(.891) 1.935(371) 2.06(.937) 2.06(.903) .001(371)
（卒業時）あくまでも指導者 2.08 2.13(.972) 1.94(.942) 1.711(371) 2.10(.999) 2.05(.924) -.543(371)
（入学時）神様のような存在 3.01 3.01(1.095) 3.01(1.029) .040(371) 2.96(1.103) 3.08(1.039) 1.051(371)
（卒業時）神様のような存在 3.01 3.04(1.090) 2.92(1.105) .937(371) 2.93(1.115) 3.1(1.061) 1.502(371)
（入学時）気軽に近寄りやすい存在 2.89 2.83(.997) 3.04(.974) -1.816(371) 2.87(.977) 2.91(1.018) .445(371)







































全体（N=381） 49.9% 33.0% 6.3% 10.8%
男性（N=276） 46.4% 34.8% 6.2% 12.7%
女性（N=105） 59.0% 28.6% 6.7% 5.7%
全国大会未満（N=162） 47.5% 30.2% 6.2% 16.0%


















全体（N=393） 29.5% 30.3% 21.9% 18.3%
男性（N=287） 34.1% 31.7% 19.9% 14.3%
女性（N=106） 17.0% 26.4% 27.4% 29.2%
全国大会未満（N=168） 28.6% 33.3% 20.2% 17.9%

































全体（N=381） 54.3% 31.0% 5.5% 9.2%
男性（N=276） 50.7% 33.3% 6.2% 9.8%
女性（N=105） 63.8% 24.8% 3.8% 7.6%
全国大会未満（N=162） 56.2% 24.7% 7.4% 11.7%



















全体（N=381） 37.5% 27.6% 13.1% 21.8%
男性（N=276） 33.7% 29.3% 14.9% 22.1%
女性（N=105） 47.6% 22.9% 8.6% 21.0%
全国大会未満（N=162） 39.5% 21.6% 11.1% 27.8%

























































































日常的に 数度 一度だけ 一度もない
（中学校）指導の一環（N=272） 11.8% 28.7% 2.6% 57.0%
（中学校）文字通り罰（N=80） 10.0% 23.8% 1.3% 65.0%
（高校）指導の一環（N=274） 12.0% 32.8% 6.2% 48.9%




















導の一環だと思う」（2 点）、「やや体罰だと思う」（3 点）、「体罰だと思う」（4 点）として、





























指導の一環（N=274） 38.0% 43.1% 9.5% 9.5%















 高校運動部に関する項目に対する部員の各満足度について「非常に満足」を 1 点、「やや


















指導の一環（N=274） 23.4% 64.6% 11.7% 0.4%











1.部活動を怠けていたとき 1.69 1.53(.687) 2.25(1.000) -6.052(101.989) ***
2.不甲斐ないミスをしたとき 2.08 1.89(.795) 2.70(.906) -7.195(117.362) ***
3.指導者の指示通りにできなかったとき 2.35 2.19(.927) 2.87(.882) -5.812(348) ***
4.勝てる試合に負けたとき 2.16 1.98(.894) 2.79(.964) -6.709(121.939) ***
5.ポジション上の役割を果たせなかったとき 2.06 1.87(.793) 2.71(.936) -7.206(112.638) ***
6.自分は悪くないのに連帯責任 2.43 2.23(.986) 3.09(.957) -6.841(349) ***
7.自分の技術以上のことを求められたとき 2.46 2.27(.950) 3.09(.957) -6.725(349) ***
8.自分の技術でできることをやらなかったとき 1.96 1.76(.786) 2.64(.917) -7.722(115.381) ***
9.代表して責任を追及されたとき 2.13 1.93(.906) 2.79(.964) -7.330(349) ***
10.指導者から怠慢と指摘されたとき 2.15 1.98(.877) 2.73(.900) -6.654(349) ***
11.礼儀やマナーが悪かったとき 1.76 1.62(.770) 2.25(1.025) -5.120(106.649) ***
12.練習に寝坊して遅刻したとき 1.91 1.76(.859) 2.41(1.044) -5.017(110.603) ***
13.高い競技成績を残している指導者 2.41 2.24(.969) 2.97(.960) -5.944(348) ***









成」を 1 点とし、「やや賛成」（2 点）、「やや反対」（3 点）、「非常に反対」（4 点）として平
均値を算出し、項目毎に平均値の差の検定を行った（表 7-6-6）。その結果、「伝統やしきた
りは大切に受け継ぐべき」t(346)=-3.718,p<.001、「スポーツは『道』をきわめる手段」






















1.バレー部の活動全体 1.62(.852) 1.94(1.023) -2.825(349) **
2.競技成績 2.50(1.209) 2.74(1.177) -1.576(348)
3.指導者との関係 1.91(.965) 2.58(1.236) -4.47(107.323) ***
4.指導方法 1.97(1.049) 2.69(1.239) -4.678(114.751) ***
5.同級生との関係 1.70(.996) 1.84(1.037) -1.075(348)
6.先輩後輩との関係 1.65(.885) 2.15(1.057) -4.215(349) ***
7.体力精神力の向上 1.70(.872) 2.00(.981) -2.649(349) **
8.バレーボール技能向上 1.78(.948) 2.15(1.156) -2.924(348) **






























1.伝統やしきたりは大切に受け継ぐべき 1.65(.701) 1.99(.787) -3.718(346) ***
2.スポーツの本質はゲームを楽しむこと 2.06(.832) 2.14(.823) -0.735(346)
3.スポーツは「道」をきわめる手段 1.55(.631) 1.79(.774) -2.814(346) **
4.技術の優れている者が重視されるべき 2.09(.985) 2.11(886) -0.217(346)
5.自己を犠牲にしてもチームのために貢献すべき 1.59(.711) 1.85(.765) -2.865(346) **
6.勝負には勝たねばならない 1.57(.691) 1.68(.759) -1.155(346)
7.技術や体力よりも精神力が大切 1.71(.686) 1.94(.735) -2.613(346) **
8.結果よりもそれまでの努力が大切 1.81(.769) 2.05(.884) -2.342(344) *
9.礼儀・作法を大切にすべき 1.31(.518) 1.44(.633) -1.6(112.389)
10.技能向上のためにきびしく鍛錬すべき 1.54(.649) 1.78(.711) -2.809(346) **
11.いつでもやめられる気楽さをもつべき 2.71(1.06) 2.76(.937) -0.362(344)
12.相手を科学的に分析すべき 1.71(.723) 1.98(.763) -2.78(124.648) **
13.スポーツは続けることに意義がある 1.47(.638) 1.73(.795) -2.664(111.072) **
14.倒れるほど練習することが大切 2.56(.968) 2.78(.857) -1.99(141.74) *
15.勝敗よりも全力をつくすことが大切 1.78(.812) 2.01(.849) -2.196(345) *
16.監督やコーチの命令には全面的に従うべき 2.26(.862) 2.51(.900) -2.255(345) *
17.ケガを隠してまでチームにつくすことはない 2.19(.923) 2.18(.776) 0.135(346)
18.技能が同じなら年上の人を選手とすべき 2.48(1.011) 2.50(1.031) -0.144(346)
19.メンバー間での上下関係は大切 1.67(.728) 1.90(.704) -2.521(346) *
20.技術や勝敗にこだわらず気楽に楽しむべき 2.40(.945) 2.49(.827) -0.776(146.088)
















指導の一環（N=274） 54.2% 36.4% 7.6% 1.8%























 高校入学時「親のように身近な存在」 t(163.832)=-2.861,p<.01 
 高校卒業時「親のように身近な存在」 t(117.243)=-4.116,p<.001 
 高校卒業時「絶対的な存在」  t(338)=-2.496,p<.05 
 高校入学時「神様のような存在」 t(339)=-2.093,p<.05 













指導の一環（N=275） 22.2% 43.3% 21.1% 13.5%













1.厳しい(1)or優しい(5) 2.02(1.055) 2.1(1.063) -0.582(352)
2.積極的(1)or消極的(5) 1.86(.945) 2.03(.914) -1.342(352)
3.感情的(1)or理性的(5) 2.11(1.048) 2.16(.966) -0.415(350)
4.気難しい(1)or気さく(5) 2.6(1.116) 2.44(1.022) 1.111(351)







 高校入学時「気軽に近寄りやすい」 t(328.066)=2.004,p<.05 

























（入学時）親のような身近な存在 2.73(1.082) 3.06(.837) -2.861(163.832) **
（卒業時）親のような身近な存在 1.94(.991) 2.52(1.119) -4.116(117.243) ***
（入学時）絶対的な存在 2.01(.996) 2.13(1.090) -0.881(339)
（卒業時）絶対的な存在 1.86(.936) 2.16(1.018) -2.496(338) *
（入学時）有無を言わせない圧力を感じた 2.06(1.021) 2.25(1.056) -1.426(339)
（卒業時）有無を言わせない圧力を感じた 2.24(1.057) 2.33(1.106) -0.674(339)
（入学時）あくまでも指導者 2.03(.930) 2.18(.917) -1.233(339)
（卒業時）あくまでも指導者 2.06(.979) 2.11(.906) -0.459(339)
（入学時）神様のような存在 2.91(1.112) 3.2(.966) -2.093(339) *
（卒業時）神様のような存在 2.87(1.133) 3.27(.943) -3.082(151.964) *
（入学時）気軽に近寄りやすい存在 2.85(1.017) 3.13(.838) -2.465(153.651) *

















指導の一環（N=274） 59.6% 33.5% 2.2% 4.7%



































（選手選考）指導の一環（N=269） 49.1% 33.1% 7.4% 10.4%
（選手選考）文字通り罰（N=79） 55.7% 31.6% 3.8% 8.9%
（練習内容）指導の一環（N=269） 33.5% 29.7% 13.8% 23.0%
（練習内容）文字通り罰（N=79） 53.2% 19.0% 12.7% 15.2%
（練習スケジュール）指導の一環（N=269） 54.3% 30.5% 5.6% 9.7%




















指導の一環（N=274） 30.3% 31.0% 21.5% 17.2%
































































































第 8 章 高校バレーボール部指導者における体罰経験、指導および体罰に関する意識 
 














































ボール部の監督 749 名である。ただし、徳島県の男子大会ではベスト 8 ではなく、ベスト 6
の選抜であったため 6 校の指導者を対象とし、山梨県の男子大会においては、ベスト 8 に
複数の高校からなる合同チームが 1 チーム進出していたため、今回は対象外とした。 
 
 2）調査時期と方法 
 本調査は 2015 年 6 月 1日から 6 月 30日にかけて実施した。今回の調査対象者である 749
名の高校バレーボール部監督宛に質問紙を郵送し、回答をしてもらったうえで郵送により
































第 3 節 調査結果および内容の考察 
 
 1）サンプル特性 
 本調査におけるサンプル特性について概観すると、表 8-3-1 に示すように、指導者が担当
しているバレーボール部の性別区分は、男子バレーボール部、女子バレーボール部のそれ
ぞれ約半数であり、指導者の性別は男性 88.3％、女性 11.7％と男性が約 9 割を占める。指
導者の年齢は、40 歳代（32.2%）が最も多く、ついで 50 歳代（29.4%）、30 歳代（25.7％）
となっている。指導者の高校バレーボール部における合計指導歴は、10 年以上 20 年未満が
33.5%、20 年以上が 43.6％と比較的長い指導歴を有する者が多い。また、現在指導を行っ
ている学校における指導歴は、カテゴリー別にみると 5 年未満の割合が 35.1%と最も多い










































































































よくある たまにある 一回だけある 一回もない
全体（N=245） 10.8% 40.8% 9.2% 39.2%
男性（N=212） 11.8% 44.8% 8.0% 35.4%
女性（N=28） 3.6% 10.7% 17.9% 67.9%
全国大会出場（N=72） 19.4% 44.4% 8.3% 27.8%
全国大会不出場（N=164） 7.3% 40.2% 9.1% 43.3%
10年未満（N=55) 0.0% 12.7% 5.5% 81.8%
10年以上20年未満（N=80） 7.5% 38.8% 13.8% 40.0%
20年以上30年未満（N=62） 14.5% 56.5% 8.1% 21.0%
30年以上40年未満（N=39） 25.6% 56.4% 7.7% 10.3%





























よくある たまにある 一回だけある 一回もない
全体（N=233） 9.9% 33.5% 6.0% 50.6%
男性（N=205） 8.8% 36.1% 6.3% 48.8%
女性（N=28） 17.9% 14.3% 3.6% 64.3%
全国大会出場（N=70） 5.7% 42.9% 7.1% 44.3%
全国大会不出場（N=159） 11.3% 30.2% 5.7% 52.8%
10年未満（N=52) 7.7% 19.2% 5.8% 67.3%
10年以上20年未満（N=81） 11.1% 38.3% 2.5% 48.1%
20年以上30年未満（N=61） 9.8% 36.1% 8.2% 45.9%
30年以上40年未満（N=37） 10.8% 40.5% 10.8% 37.8%



















全体（N=240） 38.8% 57.0% 4.2% 0.0%
男性（N=212） 38.7% 57.1% 4.2% 0.0%
女性（N=28） 39.3% 57.1% 3.6% 0.0%
全国大会出場（N=72） 36.1% 58.3% 5.6% 0.0%
全国大会不出場（N=164） 40.2% 56.1% 3.7% 0.0%
10年未満（N=55) 34.5% 63.6% 1.8% 0.0%
10年以上20年未満（N=78） 32.1% 61.5% 6.4% 0.0%
20年以上30年未満（N=64） 42.2% 53.1% 4.7% 0.0%
30年以上40年未満（N=39） 48.7% 48.7% 2.6% 0.0%























許容できる やや許容できる あまり許容できない 全く許容できない
全体（N=243） 11.9% 26.7% 28.8% 32.5%
男性（N=212） 13.4% 27.3% 27.8% 31.5%
女性（N=28） 0.0% 22.2% 37.0% 40.7%
全国大会出場（N=72） 23.0% 29.7% 25.7% 21.6%
全国大会不出場（N=164） 7.3% 25.5% 29.7% 37.6%
10年未満（N=55) 9.1% 10.9% 43.6% 36.4%
10年以上20年未満（N=78） 13.6% 33.3% 27.2% 25.9%
20年以上30年未満（N=64） 15.6% 25.0% 23.4% 35.9%
30年以上40年未満（N=39） 7.7% 41.0% 20.5% 30.8%








許容できる やや許容できる あまり許容できない 全く許容できない
全体（N=244） 8.6% 23.0% 33.6% 34.8%
男性（N=216） 9.7% 23.6% 30.6% 36.1%
女性（N=28） 0.0% 17.9% 57.1% 25.0%
全国大会出場（N=72） 14.9% 25.7% 29.7% 29.7%
全国大会不出場（N=164） 6.0% 21.7% 34.9% 37.3%
10年未満（N=55) 3.6% 12.7% 34.5% 49.1%
10年以上20年未満（N=78） 7.3% 28.0% 32.9% 31.7%
20年以上30年未満（N=64） 15.6% 23.4% 31.3% 29.7%
30年以上40年未満（N=39） 7.7% 28.2% 38.5% 25.6%










































１．部員が部活動を怠けていたとき 87.2% 85.9% 96.6% 87.7% 86.8%
２．部員が不甲斐ないミスをしたとき 62.6% 60.3% 79.3% 68.5% 60.2%
３．部員の礼儀やマナーが悪かったとき 95.1% 94.8% 96.6% 95.8% 94.6%
４．部員が練習に寝坊して遅刻したとき 72.1% 70.9% 81.4% 76.7% 69.3%
５．勝てる試合に負けたとき 52.7% 50.5% 68.9% 63.0% 48.2%
６．部員が役職上の役割を果たしていないとき 84.8% 84.6% 86.2% 89.3% 82.5%
７．部員がポジション上の役割を果たしていないとき 76.3% 75.1% 85.7% 85.0% 72.6%
８．プレーについて部員の力量でできることをやらなかったとき 82.7% 81.8% 89.6% 91.8% 78.9%
９．プレーについて自分の指示通りにできなかったとき 39.5% 40.2% 34.5% 45.2% 37.9%
１０．ある部員のミスが原因で試合に負けたときにその部員に対し 17.0% 18.0% 10.7% 27.4% 12.8% **





















１．部員が部活動を怠けていたとき 83.6% 87.8% 90.5% 92.1% 25.0% **
２．部員が不甲斐ないミスをしたとき 48.2% 61.0% 69.8% 76.3% 50.0% *
３．部員の礼儀やマナーが悪かったとき 92.9% 93.9% 96.8% 100.0% 75.0% *
４．部員が練習に寝坊して遅刻したとき 73.2% 69.1% 74.6% 75.0% 50.0%
５．勝てる試合に負けたとき 44.7% 46.8% 65.0% 55.3% 25.0% *
６．部員が役職上の役割を果たしていないとき 71.4% 83.0% 96.9% 94.8% 25.0% **
７．部員がポジション上の役割を果たしていないとき 58.9% 80.3% 84.1% 83.8% 50.0%
８．プレーについて部員の力量でできることをやらなかったとき 63.2% 85.3% 93.6% 89.5% 50.0% **
９．プレーについて自分の指示通りにできなかったとき 17.9% 41.5% 55.8% 50.0% 25.0% **
１０．ある部員のミスが原因で試合に負けたときにその部員に対し 10.9% 18.3% 22.6% 15.8% 0.0%










































1.伝統やしきたりは大切に受け継ぐべき 2.19 2.20(.688) 2.07(.704) 0.974(240) 2.12(.721) 2.21(.667) 0.882(237)
2.スポーツの本質はゲームを楽しむこと 2.34 2.31(.803) 2.55(.783) -1.515(242) 2.54(.831) 2.25(.780) -2.655(239) *
3.スポーツは「道」をきわめる手段 1.91 1.93(.741) 1.71(.659) 1.496(240) 1.77(.693) 1.98(.749) 2.006(237) *
4.技術の優れている者が重視されるべき 2.92 2.92(.885) 2.90(.976) 0.138(242) 2.85(1.002) 2.95(.847) 0.706(121.469)
5.自己を犠牲にしてもチームのために貢献すべき 1.96 1.95(.697) 2.07(.753) -0.862(243) 1.89(.732) 1.99(.694) 0.975(239)
6.勝負には勝たねばならない 2.06 2.08(.764) 1.89(.658) 1.032(172) 1.91(.747) 2.11(.757) 1.533(169)
7.技術や体力よりも精神力が大切 2.29 2.32(.728) 2.03(.778) 1.983(241) * 2.11(.751) 2.38(.727) 2.573(136.593) *
8.結果よりもそれまでの努力が大切 1.83 1.80(.716) 2.00(.756) -1.370(242) 1.92(.772) 1.80(.698) -1.167(238)
9.礼儀・作法を大切にすべき 1.46 1.45(.535) 1.52(.688) -0.513(32.7) 1.47(.579) 1.46(.546) -0.153(239)
10.技能向上のためにきびしく鍛錬すべき 1.87 1.89(.650) 1.72(.649) 1.313(242) 1.77(.673) 1.91(.640) 1.533(238)
11.いつでもやめられる気楽さをもつべき 3.09 3.05(.798) 3.38(.775) -2.114(241) * 3.01(.929) 3.12(.747) 0.953(237)
12.相手を科学的に分析すべき 1.63 1.65(.593) 1.52(.634) 1.094(242) 1.55(.577) 1.66(.609) 1.297(238)
13.スポーツは、続けることに意義がある 1.63 1.63(.641) 1.66(.670) -0.200(243) 1.61(.658) 1.63(.634) 0.297(239)
14.倒れるほど練習することが大切 3.10 3.07(.763) 3.31(.660) -1.615(241) 2.97(.875) 3.15(.692) 1.637(237)
15.勝敗よりも全力をつくすことが大切 1.88 1.87(.718) 1.96(.793) -0.647(241) 1.92(.795) 1.86(.704) -0.548(237)
16.監督やコーチの命令には全面的に従うべき 2.49 2.49(.709) 2.52(.634) -0.225(243) 2.38(.716) 2.54(.692) 1.644(239)
17.ケガを隠してまでチームにつくすことはない 2.14 2.14(.799) 2.07(.753) 0.479(242) 2.24(.904) 2.10(.740) -1.226(118.528)
18.技能が同じなら年上の人を選手とすべき 2.38 2.37(.831) 2.41(.983) -0.258(243) 2.51(.848) 2.32(.845) -1.610(239)
19.メンバー間での上下関係は大切 1.95 1.96(.625) 1.90(.900) 0.384(31.747) 2.07(.770) 1.91(.599) -1.721(238)
20.技術や勝敗にこだわらず気楽に楽しむべき 2.91 2.88(.714) 3.18(.772) -2.085(241) * 3.11(.718) 2.83(.719) -2.786(237) **























1.伝統やしきたりは大切に受け継ぐべき 2.21(.680) 2.14(.647) 2.23(.711) 2.13(.767) 2.75(.500) 0.918(4,237)
2.スポーツの本質はゲームを楽しむこと 2.52(.874) 2.2(.761)) 2.44(.778) 2.21(.801) 2.5(.577) 1.965(4,239)
3.スポーツは「道」をきわめる手段 2.06(.596) 1.85(.722) 1.86(.732) 1.79(.777) 3(1.414) 3.307(4,237) *
4.技術の優れている者が重視されるべき 2.86(.903) 2.94(.927) 2.83(.969) 3.13(.656) 2.75(.957) 0.808(4,239)
5.自己を犠牲にしてもチームのために貢献すべき 2.11(.824) 1.84(.593) 1.98(.604) 1.87(.767) 3(.816) 3.712(4,240) **
6.勝負には勝たねばならない 2.07(.818) 2.05(.773) 2.02(.608) 2.04(.808) 3(1.000) 1.213(4,169)
7.技術や体力よりも精神力が大切 2.41(.757) 2.28(.708) 2.24(.740) 2.08(.664) 3.5(.577) 4.149(4,238) **
8.結果よりもそれまでの努力が大切 1.96(.713) 1.89(.770) 1.67(.648) 1.69(.655) 2.5(1.000) 2.721(4,239) *
9.礼儀・作法を大切にすべき 1.5(.539) 1.43(.522) 1.45(.615) 1.44(.502) 1.75(.957) 0.436(4,240)
10.技能向上のためにきびしく鍛錬すべき 2.02(.674) 1.83(.628) 1.78(.678) 1.85(.587) 2.5(.577) 2.091(4,239)
11.いつでもやめられる気楽さをもつべき 3.14(.773) 2.98(.816) 3.19(.827) 3.08(.807) 3(0.000) 0.749(4,238)
12.相手を科学的に分析すべき 1.73(.556) 1.65(.596) 1.6(.661) 1.49(.556) 1.75(.500) 1.054(4,239)
13.スポーツは、続けることに意義がある 1.71(.624) 1.65(.655) 1.53(.616) 1.59(.677) 2.25(.500) 1.613(4,240)
14.倒れるほど練習することが大切 3.3(.630) 3.02(.785) 3.05(.750) 2.97(.822) 3.75(.500) 2.364(4,238)
15.勝敗よりも全力をつくすことが大切 1.93(.766) 1.87(.750) 1.84(.677) 1.87(.695) 2.25(.957) 0.368(4,238)
16.監督やコーチの命令には全面的に従うべき 2.64(.699) 2.54(.670) 2.31(.687) 2.46(.720) 2.5(1.000) 1.833(4,240)
17.ケガを隠してまでチームにつくすことはない 2.07(.710) 2.15(.853) 2.17(.827) 2.18(.721) 1.75(.957) 0.393(4,239)
18.技能が同じなら年上の人を選手とすべき 2.32(.936) 2.46(.740) 2.41(.938) 2.21(.732) 2.5(1.291) 0.710(4,240)
19.メンバー間での上下関係は大切 1.91(.611) 1.91(.571) 1.89(.693) 2.13(.767) 3(1.000) 2.915(4,239) *
20.技術や勝敗にこだわらず気楽に楽しむべき 2.85(.732) 2.86(.720) 3(.735) 3(.725) 2.5(.577) 0.904(4,238)























全体（N=240） 36.3% 58.3% 5.4% 0.0%
男性（N=211） 36.0% 58.8% 5.2% 0.0%
女性（N=29） 37.9% 55.2% 6.9% 0.0%
全国大会出場（N=74） 47.3% 50.0% 2.7% 0.0%
全国大会不出場（N=162） 31.5% 61.7% 6.8% 0.0%
10年未満（N=54) 27.8% 64.8% 7.4% 0.0%
10年以上20年未満（N=82） 30.5% 61.0% 8.5% 0.0%
20年以上30年未満（N=63） 38.1% 58.7% 3.2% 0.0%
30年以上40年未満（N=38） 55.3% 44.7% 0.0% 0.0%











全体（N=243） 18.1% 37.9% 28.0% 16.0%
男性（N=211） 18.2% 37.4% 28.5% 15.9%
女性（N=29） 17.2% 41.4% 24.1% 17.2%
全国大会出場（N=74） 27.0% 36.5% 21.6% 14.9%
全国大会不出場（N=165） 14.5% 38.2% 30.3% 17.0%
10年未満（N=55) 18.2% 38.2% 25.5% 18.2%
10年以上20年未満（N=82） 22.0% 45.1% 20.7% 12.2%
20年以上30年未満（N=64） 15.6% 40.6% 28.1% 15.6%
30年以上40年未満（N=38） 15.8% 21.1% 44.7% 18.4%































全体（N=241） 28.5% 21.1% 17.8% 32.6%
男性（N=212） 28.6% 20.7% 17.4% 33.3%
女性（N=29） 27.6% 24.1% 20.7% 27.6%
全国大会出場（N=72） 37.0% 24.7% 19.2% 19.2%
全国大会不出場（N=164） 24.8% 19.4% 17.0% 38.8%
10年未満（N=55) 13.0% 20.4% 25.9% 40.7%
10年以上20年未満（N=78） 37.0% 16.0% 14.8% 32.1%
20年以上30年未満（N=64） 28.1% 21.9% 17.2% 32.8%
30年以上40年未満（N=39） 33.3% 30.8% 12.8% 23.1%















全体（N=241） 38.2% 32.8% 12.8% 16.2%
男性（N=212） 37.3% 32.1% 14.2% 16.5%
女性（N=29） 44.8% 37.9% 3.4% 13.8%
全国大会出場（N=72） 41.7% 41.7% 11.1% 5.6%
全国大会不出場（N=165） 35.8% 29.7% 13.3% 21.2%
10年未満（N=54) 29.6% 35.2% 16.7% 18.5%
10年以上20年未満（N=81） 42.0% 28.4% 16.0% 13.6%
20年以上30年未満（N=64） 42.2% 35.9% 4.7% 17.2%
30年以上40年未満（N=38） 31.6% 36.8% 13.2% 18.4%



































全体（N=241） 40.7% 26.1% 12.9% 20.3%
男性（N=212） 40.1% 26.4% 13.7% 19.8%
女性（N=29） 44.8% 37.9% 3.4% 13.8%
全国大会出場（N=72） 48.6% 29.2% 12.5% 9.7%
全国大会不出場（N=165） 37.6% 24.8% 13.3% 24.2%
10年未満（N=55) 35.2% 31.5% 13.0% 20.4%
10年以上20年未満（N=78） 43.2% 24.7% 9.9% 22.2%
20年以上30年未満（N=64） 35.9% 25.0% 17.2% 21.9%
30年以上40年未満（N=39） 44.7% 26.3% 13.2% 15.8%









体罰実施経験あり（N=140） 11.4% 40.7% 5.7% 42.1%













 体罰に対する許容意識の差異に着目した。その結果を示しているのが、表 8-3-18 および























体罰実施経験あり（N=145） 40.0% 55.2% 4.8% 0.0%







体罰実施経験あり（N=146） 17.1% 31.5% 26.0% 25.3%







体罰実施経験あり（N=146）12.3% 29.5% 34.9% 23.3%




































































体罰実施経験あり（N=146） 85.5% 68.0% 94.4% 72.6% 55.6% 87.5% 81.7% 87.5% 47.3% 20.9% 61.8%






























































1.伝統やしきたりは大切に受け継ぐべき 2.24(.729) 2.12(.623) 1.390(217.449)
2.スポーツの本質はゲームを楽しむこと 2.30(.764) 2.40(.849) -.911(237)
3.スポーツは「道」をきわめる手段 1.87(.795) 1.95(.645) -.773(224.659)
4.技術の優れている者が重視されるべき 2.96(.886) 2.88(.907) 0.651(237)
5.自己を犠牲にしてもチームのために貢献すべき 1.95(.647) 1.97(.796) -.171(238)
6.勝負には勝たねばならない 2.05(.742) 2.09(.779) -.360(168)
7.技術や体力よりも精神力が大切 2.29(.747) 2.28(.739) .153(236)
8.結果よりもそれまでの努力が大切 1.74(.695) 1.96(.747) -2.244(237) *
9.礼儀・作法を大切にすべき 1.47(.565) 1.45(.541) .258(238)
10.技能向上のためにきびしく鍛錬すべき 1.85(.649) 1.93(.660) -.893(237)
11.いつでもやめられる気楽さをもつべき 3.04(.810) 3.17(.757) -1.228(236)
12.相手を科学的に分析すべき 1.61(.603) 1.66(.597) -.576(237)
13.スポーツは、続けることに意義がある 1.63(.685) 1.65(.581) -.228(220.568)
14.倒れるほど練習することが大切 2.97(.784) 3.28(.678) -3.085(236) **
15.勝敗よりも全力をつくすことが大切 1.83(.701) 1.95(.771) -1.225(236)
16.監督やコーチの命令には全面的に従うべき 2.36(.663) 2.66(.696) -3.316(238) **
17.ケガを隠してまでチームにつくすことはない 2.23(.788) 1.99(.755) 2.320(237) *
18.技能が同じなら年上の人を選手とすべき 2.38(.857) 2.36(.841) .194(238)
19.メンバー間での上下関係は大切 1.94(.685) 1.97(.630) -.265(237)
20.技術や勝敗にこだわらず気楽に楽しむべき 2.88(.722) 2.96(.706) -.817(236)











 7）体罰実施経験からみた運動部外部（保護者、OBOG 会、後援会）からのプレッシャー 





















体罰実施経験あり（N=143） 37.1% 58.7% 4.2% 0.0%














体罰実施経験あり（N=145） 18.6% 38.6% 26.9% 15.9%

























体罰実施経験あり（N=145） 44.1% 28.3% 13.8% 13.8%















体罰実施経験あり（N=146） 34.9% 19.2% 15.8% 30.1%















体罰実施経験あり（N=145） 44.8% 22.1% 13.8% 19.3%









 その結果、7 因子 20 項目が抽出された（表 8-3-24）。本分析における標本妥当性の測度















































固有値 3.712 2.074 1.666 1.396 1.277 1.053 1.025
因子寄与率（％） 8.626 6.918 6.559 6.217 4.854 4.263 3.915



























































F1：遊戯志向 -0.008 -0.018 -0.073
F2：礼節志向 0.071 -0.109 -1.212
F3：過程志向 -0.088 0.115 1.465
F4：修行志向 -0.136 0.207 2.714**
F5：部活「道」志向 -0.014 0.015 0.264
F6：伝統志向 0.089 -0.117 -1.721


















































命令・指示通り要求群（N=67） 14.9% 34.3% 29.9% 20.9% 1.5% 41.8% 58.2%















命令・指示通り要求群（ N = 6 6 )
命令不従事・指示不従事容認群
（ N = 8 8 )






















































命令・指示通り要求群（N=67） 44.8% 22.4% 7.5% 25.4%




















命令・指示通り要求群（N=67） 13.4% 38.8% 25.4% 22.4%














第 5 節 指導者の神格化と体罰 
 




























































































































































































































































































































1.部活動を怠けていたとき 1.69 1.53(.687) 2.25(1.000) -6.052(101.989) ***
2.不甲斐ないミスをしたとき 2.08 1.89(.795) 2.70(.906) -7.195(117.362) ***
3.指導者の指示通りにできなかったとき 2.35 2.19(.927) 2.87(.882) -5.812(348) ***
4.勝てる試合に負けたとき 2.16 1.98(.894) 2.79(.964) -6.709(121.939) ***
5.ポジション上の役割を果たせなかったとき 2.06 1.87(.793) 2.71(.936) -7.206(112.638) ***
6.自分は悪くないのに連帯責任 2.43 2.23(.986) 3.09(.957) -6.841(349) ***
7.自分の技術以上のことを求められたとき 2.46 2.27(.950) 3.09(.957) -6.725(349) ***
8.自分の技術でできることをやらなかったとき 1.96 1.76(.786) 2.64(.917) -7.722(115.381) ***
9.代表して責任を追及されたとき 2.13 1.93(.906) 2.79(.964) -7.330(349) ***
10.指導者から怠慢と指摘されたとき 2.15 1.98(.877) 2.73(.900) -6.654(349) ***
11.礼儀やマナーが悪かったとき 1.76 1.62(.770) 2.25(1.025) -5.120(106.649) ***
12.練習に寝坊して遅刻したとき 1.91 1.76(.859) 2.41(1.044) -5.017(110.603) ***
13.高い競技成績を残している指導者 2.41 2.24(.969) 2.97(.960) -5.944(348) ***









































指導者との信頼（ N = 3 9 5）
指導者（バレーボール）調査
部員との信頼（ N = 2 4 0）
指導者（バレーボール）調査
保護者との信頼（ N = 2 4 0）






























（ N= 2 7 5）
文字通り罰
（ N= 8 0 ）










体 罰 実 施 経 験 あ り
( N = 1 4 3 )



































（ N= 2 7 0）
文字通り罰
（ N= 7 9 ）













（ N= 2 6 9）
文字通り罰
（ N= 8 0 ）



















































































伝統やしきたりは大切に受け継ぐべき 1.65(.701) 1.99(.787) 2.24(.729) 2.12(.623)
スポーツの本質はゲームを楽しむこと 2.06(.832) 2.14(.823) 2.30(.764) 2.40(.849)
スポーツは「道」をきわめる手段 1.55(.631) 1.79(.774) 1.87(.795) 1.95(.645)
技術の優れている者が重視されるべき 2.09(.985) 2.11(886) 2.96(.886) 2.88(.907)
自己を犠牲にしてもチームのために貢献すべき 1.59(.711) 1.85(.765) 1.95(.647) 1.97(.796)
勝負には勝たねばならない 1.57(.691) 1.68(.759) 2.05(.742) 2.09(.779)
技術や体力よりも精神力が大切 1.71(.686) 1.94(.735) 2.29(.747) 2.28(.739)
結果よりもそれまでの努力が大切 1.81(.769) 2.05(.884) 1.74(.695) 1.96(.747) *
礼儀・作法を大切にすべき 1.31(.518) 1.44(.633) 1.47(.565) 1.45(.541)
技能向上のためにきびしく鍛錬すべき 1.54(.649) 1.78(.711) 1.85(.649) 1.93(.660)
いつでもやめられる気楽さをもつべき 2.71(1.06) 2.76(.937) 3.04(.810) 3.17(.757)
相手を科学的に分析すべき 1.71(.723) 1.98(.763) 1.61(.603) 1.66(.597)
スポーツは、続けることに意義がある 1.47(.638) 1.73(.795) 1.63(.685) 1.65(.581)
倒れるほど練習することが大切 2.56(.968) 2.78(.857) 2.97(.784) 3.28(.678) **
勝敗よりも全力をつくすことが大切 1.78(.812) 2.01(.849) 1.83(.701) 1.95(.771)
監督やコーチの命令には全面的に従うべき 2.26(.862) 2.51(.900) 2.36(.663) 2.66(.696) **
ケガを隠してまでチームにつくすことはない 2.19(.923) 2.18(.776) 2.23(.788) 1.99(.755) *
技能が同じなら年上の人を選手とすべき 2.48(1.011) 2.5(1.031) 2.38(.857) 2.36(.841)
メンバー間での上下関係は大切 1.67(.728) 1.9(.704) 1.94(.685) 1.97(.630)
技術や勝敗にこだわらず気楽に楽しむべき 2.4(.945) 2.49(.827) 2.88(.722) 2.96(.706)











































































部員（ N = 3 9 5）
指導者（バレーボール）調査
指導者（ N = 2 4 0）



















「選手選考」   ：部員（バレーボール）調査 49.9% 指導者（バレーボール）調査 38.2%
「練習内容」   ：部員（バレーボール）調査 37.5% 指導者（バレーボール）調査 28.5%






「選手選考」   ：部員（バレーボール）調査 17.1% 指導者（バレーボール）調査 29.0% 
「練習内容」   ：部員（バレーボール）調査 34.9% 指導者（バレーボール）調査 50.4% 










































































































































（高校入学時、N= 2 6 2）
体罰は指導の一環

















体罰は指導の一環（N= 2 6 8）
体罰は文字通り罰（N= 8 0）






































































































































































「桜宮高バスケ部員と保護者、卒業生ら約 1100 人が大阪市教委に 12 日、顧問教諭の処分
に際し、『適切な判断を求める』とする嘆願書を出していたことがわかった」（朝日新聞、
2013 年 2 月 14 日、朝刊、39） 
 
「保護者や卒業生らの一部が渡辺教諭の指導継続を求める署名活動を展開した」（朝日新聞、
2013 年 3 月 14 日、朝刊、35） 
 
「同校によると、卒業生や保護者らからは、寛大な措置を求める約 1 万人分の署名が寄せ






































体罰は指導の一環 ( N = 2 7 5 )












体罰は指導の一環 ( N = 2 4 2 )






































体罰は指導の一環 ( N = 2 7 5 )



























































































































































































































































































































































































































































 変移」『若者問題の社会学―視線と射程』ロジャー・グッドマン編著，井本由紀編集監修，  
 トゥーツカ・トイボネン編集，西川美樹翻訳．明石書店：154-180． 
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1）性別  1. 男性  2. 女性 
2）学年  1. 1 年生  2. 2 年生  3. 3 年生  4. 4 年生 
3）学部  1. 体育・スポーツ関係学部・学科  
   2. それ以外の学部・学科（学部名：     学部） 
4）入試形態（それぞれ番号に１つ〇印） 
①高校入試 1. 一般 2. スポーツ推薦 3.その他 
②大学入試 1. 一般（センター利用入試を含む） 
      2. スポーツ推薦（ＡＯ入試・自由選抜入試を含む）  










1.野球（軟式・準硬式を含む） 2.バスケットボール 3.バレーボール 4.サッカー  
5.剣道 6.柔道 7.陸上競技 8.水泳 9.テニス（軟式を含む）10.ラグビー 11.卓球  
12.その他 13.所属なし 
①小学校…□ ②中学校…□ ③高等学校…□ ④大学…□ 
 
7）競技レベル（それぞれの□の中に番号を記入してください） 
1.大会出場経験なし  2.市町村レベル大会出場  3.都道府県レベル大会出場 
4.国内ブロック大会出場  5.全国大会レベル大会出場 6.国際レベル大会出場 
①小学校…□ ②中学校…□ ③高等学校…□ ④大学…□ 
 
8）活動拠点（それぞれの□の中に番号を記入してください） 
 1.学校運動部 2.民間スポーツクラブ(クラブチーム)  
 3.地域のスポーツクラブ(スポーツ少年団等)  4.その他 




 1.学校の教員 2.学校の職員 3.外部の指導者 








 1. 日常的に受けていた 2. 数度受けたことがある  
 3. 一度だけ受けたことがある 4. 受けたことはない 
①小学校…□ ②中学校…□ ③高等学校…□ ④大学…□ 
11）学校運動部の活動中にあなたが受けたことのある体罰で、あなた自身が最も嫌だと感
じたものについて、体罰を受けた時期とその具体的な状況や内容についてお答えください。 




 1. 嫌な気持ちになった  2. 指導者を嫌いになった  3. 部活動をやめたくなった 
 4. 指導者に対して反発心がわいた  5. 耐えようと思った 
 6. 仕方がないことだと思った 7. 気合が入った  8. 体罰を受けたことに驚いた 
 9. 何も思わなかった  10.またかと思った 11. 頑張ろうと思った  




1. なくなる 2. 減少はするがなくならない 3. 現状程度は発生する 4. 今より増加する 




















1. とても近寄りやすい存在 2. やや近寄りやすい存在 





「日常の学校生活よりも運動部活動中の方が…」非常に  やや  あまりそう 全くそう 
      そう思う そう思う 思わない 思わない 
 1. 厳しい言動であるように感じた   1………2………3………4 
 2. 優しい言動であるように感じた   1………2………3………4 
 3. 積極的に感じた     1………2………3………4 
 4. 消極的に感じた     1………2………3………4 
 5. 感情的に感じた     1………2………3………4 
 6. 理性的に感じた     1………2………3………4 
 7. 気難しく感じた     1………2………3………4 
 8. 気さくに感じた     1………2………3………4 
 9. 偉そうな態度であるように感じた   1………2………3………4 
 10.謙虚な態度であるように感じた   1………2………3………4 
 11.絶対的な存在であるように感じた   1………2………3………4 
 12.親のような身近な感覚を受けた   1………2………3………4 
 13.近寄りやすく感じた     1………2………3………4 
 14.近寄りがたく感じた     1………2………3………4 
 15.有無を言わせない圧力を感じた   1………2………3………4 


















1. はっきり言うことができた     
2. 言いづらいが意見を言うことはできた 





〇印をつけてください。          許容 やや許容 あまり許容 全く許容 
          できる できる  できない できない 
1.自分が部活動を怠けていたとき      1………2………3………4 
2.自分が不甲斐ないミスをしたとき         1………2………3………4 
3.プレーについて指導者の指示通りにできなかったとき  1………2………3………4 
4.試合に負けたとき       1………2………3………4 
5.自分の責任で試合に負けたとき      1………2………3………4 
6.自分は悪くないのに、チームが試合に負けたことで  1………2………3………4 
連帯責任としてとがめられたとき      
7.プレーについて自分の技術以上のことを求められたとき 1………2………3………4 
8.プレーについて自分の技術でできることをやらなかったとき 1………2………3………4 
9.チームを代表して責任を追及されたとき   1………2………3………4 
10.指導者から怠慢であると指摘されたとき   1………2………3………4 
11.自分の礼儀やマナーが悪かったとき   1………2………3………4 













運動部活動中の練習場面や空間の方が…」   非常に  やや  あまりそう 全くそう  
        そう思う そう思う 思わない 思わない 
1.自分の居場所である        1………2………3………4 
2.ほっとする場所だ     1………2………3………4 
3.仲間意識を強く感じる場所だ          1………2………3………4 
4.皆を身内であると感じる場所だ    1………2………3………4 
5.上下関係を強く感じる場所だ    1………2………3………4 
6.何をしても許される        1………2………3………4 
7.理不尽なことがまかり通る     1………2………3………4 
8.常識が通用しない     1………2………3………4 
9.誰もが平等な感覚がある     1………2………3………4 
10.強い者が評価される場所だ    1………2………3………4 
11.閉鎖的な空間に感じる     1………2………3………4 
12.開放的な空間に感じる     1………2………3………4 
13.ありのままの自分になれる    1………2………3………4 
14.生きていると実感できる空間だ    1………2………3………4 
15.気が抜けない場所だ     1………2………3………4 
16.強い緊張を伴う場所だ     1………2………3………4 
17.神聖な空間だ      1………2………3………4 
18.仲間外れにされたら終わりだと思う空間だ  1………2………3………4 
19.隔離（かくり）された空間だ    1………2………3………4 




「日常生活と比べてスポーツをしている時の方が…」  非常に  やや  あまりそう 全くそう
        そう思う そう思う 思わない 思わない 
(1)高揚した気分になる。        1………2………3………4 
(2)積極的になる。        1………2………3………4 
(3)攻撃的になる。     1………2………3………4 
(4)解放的な気分になる。     1………2………3………4 





1. 全力をつくすこと 2. 勝利をつかむこと 3. フェアにプレーすること 4. 活動を楽しむこと 
 




1. ①に近い 2. どちらかといえば①に近い 3. どちらかといえば②に近い 4. ②に近い 
 







































1）性別   1. 男性  2. 女性 
2）学年（2016 年 4 月以降の新学年をお答えください） 
   1. 1 年生  2. 2 年生  3. 3 年生 4. 4 年生 
3）学部  1. 体育・スポーツ関係学部・学科 2. それ以外の学部・学科 
4）入試形態（それぞれ１つに〇印） 
①高校入試 1. 一般  2. スポーツ推薦  3.その他 
②大学入試 1. 一般（センター利用入試を含む） 
   2. スポーツ推薦（ＡＯ入試・自由選抜入試を含む）  
   3. その他（指定校入試を含む） 
5）出身高校の設置主体（1 つに○印） 
  1. 国立高等学校  2. 公立高等学校 






1.バレーボール 2.野球 3.バスケットボール 4.サッカー 5.剣道 6.柔道 




7）競技レベル（それぞれの□の中に 1 つ番号を記入してください） 
1.大会出場経験なし  2.市町村レベル大会出場  3.都道府県レベル大会出場 
4.国内ブロック大会出場  5.全国大会レベル大会出場 6.国際レベル大会出場 




1.学校の教員 2.学校の職員 3.外部指導者 4.その他 5.学校運動部に所属していなかった 
①中学校…□ ②高等学校…□ ③大学…□ 
 
9）活動拠点である学校運動部の活動中に指導者からあなた自身が体罰を受けたことはあり
ますか。それぞれの□の中に 1 つ番号を記入してください。 
1. 日常的に受けていた   2. 数度受けたことがある  





1. なくなる 2. 減少はするがなくならない 3. 現状程度は発生する 4. 今より増加する 
















12）あなたの高校バレー部の競技歴としてあてはまるもの 1 つに○印をつけてください。 
 1. チームとしての引退時期まで所属していた 2. 引退以前に途中退部した 
 
13）高校バレー部の指導者は 3 年間同じ指導者でしたか。（1 つに○印） 
 1. 1 年から 3 年まで同じ指導者であった  2. 途中で指導者が交代した 
 3. その他（        ） 
 
14）あなたにとって高校生活における部活動はどのような活動でしたか。（1 つに○印） 
 1. 授業やホームルームと同じような学校生活の一部の活動だった 
 2. 授業やホームルームとは異なる学校生活の中でも特別な活動だった 
 3. あまり考えたことはなかった 
 
15）あなたはバレー部で指導者から受ける体罰についてどのように思いますか。高校生当
時と現在とに分けてそれぞれの（ ）にあてはまる番号を 1 つご記入ください。 
 1. 部活動中の体罰は、指導の一環である 
 2. 部活動中の体罰は、どちらかといえば指導の一環である 
 3. 部活動中の体罰は、どちらかといえば文字通り罰である 
 4. 部活動中の体罰は、文字通り罰である 








1. 非常にそう思う 2. ややそう思う 3. あまりそう思わない 4. 全くそう思わない 
 
18）高校時代に所属していたバレー部の練習内容や、指導者自身の人柄などについて、高
校入学前・入部する前から知っていましたか。（それぞれ 1 つに○印） 
①練習内容 
1. よく知っていた 2. やや知っていた 3. あまり知らなかった 4. 全く知らなかった 
②指導者自身 













   a だと やや a どちらとも やや b  b だと 
   思う だと思う いえない だと思う 思う 
 ①a 厳しい言動であった  1………2………3………4………5 b 優しい言動であった  
 ②a 積極的に臨んでいた  1………2………3………4………5 b 消極的に臨んでいた 
 ③a 感情的だった  1………2………3………4………5 b 理性的だった 
 ④a 気難しかった  1………2………3………4………5 b 気さくだった 




     非常に  やや  あまりそう 全くそう   高校     高校 
    そう思う そう思う 思わない 思わない  入学当時  卒業当時 
 ①親のような身近な存在である  1………2………3………4 （   ）（   ） 
 ②絶対的な存在である      1………2………3………4 （   ）（   ） 
 ③有無を言わせない圧力を感じる 1………2………3………4 （   ）（   ） 
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 ④あくまでも一指導者である  1………2………3………4 （   ）（   ） 
 ⑤神様のような存在である  1………2………3………4 （   ）（   ） 




 1. 現在、指導者のことを尊敬しているし、高校生当時も尊敬していた 
 2. 現在、指導者のことを尊敬しているが、高校生当時は尊敬していなかった 
 3. 現在、指導者のことを尊敬していないが、高校生当時は尊敬していた 
 4. 現在、指導者のことを尊敬していないし、高校生当時も尊敬していなかった 
 
23）あなたの保護者の方は高校時代、バレー部の指導者をどのように評価していましたか。 
 1. 保護者は、高校バレー部の指導者を高く評価していた 
 2. 保護者は、高校バレー部の指導者をあまり評価していなかった 
 3. わからない 
 
24）あなたの所属していた高校バレー部では、保護者会はありましたか。（1 つに○印） 











 1. はっきり言うことができた 
 2. 言いづらいが意見を言うことはできた 
 3. 言うことはできただろうが言えなかった 










  1. すべて指導者が一人で決定していた 
  2. 指導者が副顧問やコーチと話し合って決定していた 
  3. 指導者が副顧問やコーチに加えて部員も含めて決定していた 
  4. 指導者と部員とが話し合って決定していた 




近いものを 1 つ選んで（  ）に番号を記入してください。 
①指導者が、部員たちの考えていること、やろうとしていることに寄り添って指導する 
②指導者が、指導者自身が考えていること、やろうとしていることに引き寄せて指導する 
1. ①に近い 2. どちらかといえば①に近い 3. どちらかといえば②に近い 4. ②に近い 







     非常に  やや あまりそう 全くそう   高校   高校 
    そう思う そう思う 思わない 思わない   入学当時 卒業当時 
1.自分の居場所である   1………2………3………4 （  ）（  ） 
2.ほっとする場所だ   1………2………3………4 （  ）（  ） 
3.仲間という意識を強く感じる場所だ 1………2………3………4 （  ）（  ） 
4.皆を身内であると感じる場所だ  1………2………3………4 （  ）（  ） 
5.上下関係を強く感じる場所だ  1………2………3………4 （  ）（  ） 
6.誰もが平等な感覚がある     1………2………3………4 （  ）（  ） 
7.強い者が評価される場所だ  1………2………3………4 （  ）（  ） 
8.閉鎖的な空間に感じる      1………2………3………4 （  ）（  ） 
9.開放的な空間に感じる      1………2………3………4 （  ）（  ） 
10.ありのままの自分になることが  1………2………3………4 （  ）（  ） 
 できる 




12.気が抜けない場所だ      1………2………3………4 （  ）（  ） 
13.強い緊張を伴う場所だ      1………2………3………4 （  ）（  ） 
14.神聖な空間だ          1………2………3………4 （  ）（  ） 












              やや指導の 
        指導の一環   一環だと やや体罰  体罰 
            だと思う   思う  だと思う だと思う 
1.自分が部活動を怠けていたとき    1………2………3………4 
2.自分が不甲斐ないミスをしたとき     1………2………3………4 
3.プレーについて指導者の指示通りにできなかったとき 1………2………3………4 
4.勝てる試合に負けたとき      1………2………3………4 
5.自分がポジション上の役割を果たせなかったとき  1………2………3………4 
6.自分は悪くないのに、チームが試合に負けたことで  1………2………3………4 
連帯責任としてとがめられたとき 
7.プレーについて自分の技術以上のことを求められたとき  1………2………3………4 
8.プレーについて自分の技術でできることをやらなかったとき 1………2………3………4 
9.チームを代表して責任を追及されたとき   1………2………3………4 
10.指導者から怠慢であると指摘されたとき     1………2………3………4 
11.自分の礼儀やマナーが悪かったとき    1………2………3………4 
12.練習に寝坊して遅刻したとき      1………2………3………4 
13.高い競技成績を残している指導者から指導されたとき 1………2………3………4 







（番号それぞれ 1 つに○印） 
        どちら  
     非常に満足 やや満足 でもない やや不満 非常に不満 
1. バレー部の活動全体を振り返って   1………2………3………4………5 
2. 部の競技成績      1………2………3………4………5 
3. 指導者との関係     1………2………3………4………5 
4. 指導者の指導方法     1………2………3………4………5 
5. 同級生の部員との関係     1………2………3………4………5 
6. 先輩後輩の部員との関係    1………2………3………4………5 
7. 自分の体力・精神力の向上    1………2………3………4………5 
8. バレーボール技能の向上    1………2………3………4………5 






         非常に やや やや 非常に 
               賛成  賛成 反対 反対 
（1）部の伝統行事や「しきたり」は大切に受け継ぐべきである  1……2……3……4 
（2）スポーツの本質は勝敗よりもゲームを楽しむことにある   1……2……3……4 
（3）スポーツは「道」（人間修養）をきわめる手段である     1……2……3……4 
（4）年令が上というよりも技術の優れている者が、部内で重視  1……2……3……4 
  されるべきである 
（5）自己を犠牲にしても、チームのために貢献すべきである   1……2……3……4 
（6）勝負には勝たねばならない       1……2……3……4 
（7）スポーツでは技術や体力よりもまず精神力を大切にすべき  1……2……3……4 
  である 
（8）スポーツでは、結果よりもそれまでの努力が大切である   1……2……3……4 
（9）スポーツでは、礼儀・作法を大切にすべきである      1……2……3……4 
（10）スポーツ技能の向上のためにきびしく鍛錬すべきである   1……2……3……4 
（11）スポーツは、いつでもやめられる気楽さをもって行うべきだ 1……2……3……4 
（12）試合では、相手の技術や戦術を科学的に分析すべきである  1……2……3……4 
（13）スポーツは、続けることに意義がある           1……2……3……4 
（14）スポーツでは、倒れるほど練習することが大切である    1……2……3……4 
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（15）スポーツでは、勝敗よりも全力をつくすことが大切である  1……2……3……4 
（16）監督やコーチの命令には部員は全面的に従うべきだ    1……2……3……4 
（17）自分のケガなどを隠してまでチームのためにつくすことは  1……2……3……4 
   ない 
（18）技能レベルが同じなら年上の人を選手とすべきである    1……2……3……4 
（19）部において部員間での上下関係は大切である        1……2……3……4 
（20）スポーツは技術や勝敗にこだわらず気軽に楽しむべきである 1……2……3……4 
（21）スポーツの場面では、喜びや悔しさなどの感情を表に出す   1……2……3……4 




   1. 全力をつくすこと   2. 勝利をつかむこと 
































1）担当競技  1. 男子バレーボール 2. 女子バレーボール 
2）性別    1. 男性  2. 女性 
3）年齢 （     ）歳  
4）高校バレーボール指導歴  
 合計バレーボール指導歴（  ）年  現在の学校でのバレーボール指導歴（  ）年 
 
5）勤務形態（1 つに○印） 
  1. 教諭（教科：      ）   2. 常勤講師（教科：     ）  
  3. 非常勤講師（教科：      ）4. 学校の事務職員 








7）指導している部活動のここ 3 年間の最高競技成績（それぞれ 1 つに○印） 
① 大会レベル  1. 都道府県大会  2. 地方ブロック大会  3. 全国大会 
② ①の大会での順位 1. 出場    2. ベスト 32  3. ベスト 16  4. ベスト 8 
   5. ベスト 4    6. 準優勝    7. 優勝 
 
8）現在の部員数（1 つに○印） 
1. 1～10 名  2. 11～20 名  3. 21～30 名  4. 31～40 名  
5. 41～50 名  6. 51～60 名  7. 60 名以上 
 
9）現在指導している競技のあなたご自身の競技経歴についてお答えください。 
 １）競技歴  ①バレーボール競技を合計 約（  ）年間 
     ②バレーボールと他の競技をあわせて合計 約（   ）年間 
 
 ２）バレーボール選手として出場した最高レベルの大会（①と②のそれぞれに○印） 
  ①大会レベル   1. 経験なし  2. 郡市大会 3. 都道府県大会 
     4. 地方ブロック大会 5. 全国大会 6. 国際大会 
  ②①の大会での順位 1. 出場     2. ベスト 32   3. ベスト 16 





  1. 日常的に受けていた   2. 数度受けたことがある  
  3. 一度だけ受けたことがある   4. 受けたことはない 
 ①小学校…□ ②中学校…□ ③高等学校…□ ④大学…□ 
11）部活動中の体罰は将来なくなると思いますか。1 つに○印をつけ、その理由について   
  もお答えください。 
 1．なくなる   2．減少はするがなくならない 
 3．現状程度は発生する  4. 今より増加する 







 1. 愛のムチとして、自分を高めるきっかけを与えてくれたと思う 
 2. 愛のムチであったとは思うが、やはり納得はしていない 
 3. 今思い返しても許し難いが、自分のためになったと思う 
 4. 今思い返しても許し難いし、何ら自分のためになったとは思わない 
 5. その他（         ） 
 6. 分からない  
 
13) あなたが指導者になってから運動部活動場面で部員にこれまでに手を上げたこと（頬  
  や頭をたたくなど）はありますか。（1 つに○印）  
  1. よくある  2. たまにある 3. 一回だけある 4. 一回もない 
 
14) 現在指導している部員と、その保護者との信頼関係ができていると思いますか。 
    生徒と保護者のそれぞれについて（ ）の中に当てはまる数字を記入してください。 
1. 非常にそう思う 2. ややそう思う 3. あまりそう思わない 4. 全くそう思わない 
  ①生徒（  ）   ②保護者（    ） 
 
15）日常の学校生活（授業やホームルーム等の部活動以外の場面）と部活動での指導中と  
    を比べてご自身の態度はどのような違いがあると思いますか。それぞれの項目ごとに  
    あてはまる番号に○印をつけてください。 
「日常の学校生活よりも運動部活動中の方が…」   
   a だと やや a どちらとも やや b  b だと 
   思う だと思う いえない だと思う 思う 
 1. a 厳しい言動である  1………2………3………4………5  b 優しい言動である  
 2. a 積極的に臨んでいる 1………2………3………4………5  b 消極的に臨んでいる 
 3. a 感情的になる  1………2………3………4………5  b 理性的になる 
 4. a 気難しくなりやすい 1………2………3………4………5  b 気さくになりやすい 
 5. a 部員は近寄りやすい 1………2………3………4………5  b 部員は近寄りがたい 







16）運動部指導に対する考え方が 2 つあります。あなたの指導について、現実と理想に分 
    けてそれぞれ近いものを 1 つ選んで（  ）に番号を記入してください。 
①指導者が、部員たちの考えていること、やろうとしていることに寄り添って指導する 
②指導者が、指導者自身が考えていること、やろうとしていることに引き寄せて指導する
1. ①に近い 2. どちらかといえば①に近い 3. どちらかといえば②に近い 4. ②に近い 
  現実：（     ）    理想：（     ） 
 
17）あなたは、選手選考、指導方法、練習スケジュールといった運動部の中での決定事項 
    に関して、どのように決定をしていますか。以下の場合で（ ）に番号をお書きくだ  
  さい。 
  1. すべて自分一人で決定する 
  2. 副顧問やコーチと話し合って決定する 
  3. 副顧問やコーチに加えて部員も含めて決定する 
  4. 自分と部員とで話し合って決定する 
① 選手選考（    ） ②練習内容（    ） ③練習スケジュール（    ） 
 
18）競技成績を残すことに関して、①外部（保護者、後援会、OB 会）、②学校側（校長 
   等）からのプレッシャーを感じることがありますか。それぞれの場合について（ ）   
   に番号をお書きください。 
 1. 非常に強く感じる 2. やや強く感じる 3. あまり感じない 4. ほとんど感じない 
  ①外部から（    ）  ②学校側から（    ） 
 
19）あなたはご自身のこれまでの運動部指導者としての指導実績についてどのように自己 
  評価していますか。（1 つに○印） 
 1. これまでの自らの指導実績を評価していて、今の状況で満足している 
 2. これまでの自らの指導実績を評価しているが、もっと上を目指したいと思う 
 3. これまでの自らの指導実績をあまり評価していないが、今の状況で満足している 
 4. これまでの自らの指導実績を評価しておらず、もっと上を目指したいと思う 
 
20）今後の指導の見通しについてお聞きします。現在行っている指導法を続けた場合、 
    指導している運動部のパフォーマンスを高めることはできると思いますか。（1 つに 
   ○印） 
 1. 今の指導法のままで、パフォーマンスを高め上に行くことができると思う 
 2. 今の指導法のままでも一定程度はパフォーマンスを高め上に行くことができると思う 
 3. 今の指導法のままでは頑張らないと上に行くことは難しいと思う 






  うな位置づけや意識を有していると思いますか。それぞれの項目（1～15）ごとにあ 
  てはまる番号 1 つに〇印をつけてください。 
「部員は、日常の学校生活の空間（授業やホームルーム等の部活動以外の場面）よりも 
運動部活動中の練習場面や空間の方が…」 
          非常に  やや あまりそう 全くそう 
        そう思う そう思う 思わない 思わない 
1.自分の居場所である    1………2………3………4 
2.ほっとする場所だ    1………2………3………4 
3.仲間という意識を強く感じる場所だ  1………2………3………4 
4.皆を身内であると感じる場所だ   1………2………3………4 
5.上下関係を強く感じる場所だ   1………2………3………4 
6.誰もが平等な感覚がある    1………2………3………4 
7.強い者が評価される場所だ   1………2………3………4 
8.閉鎖的な空間に感じる    1………2………3………4 
9.開放的な空間に感じる    1………2………3………4 
10.ありのままの自分になることができる  1………2………3………4 
11.生きていると実感できる空間だ   1………2………3………4 
12.気が抜けない場所だ    1………2………3………4 
13.強い緊張を伴う場所だ     1………2………3………4 
14.神聖な空間だ     1………2………3………4 






















1. ①に近い 2. どちらかといえば①に近い 3. どちらかといえば②に近い 4. ②に近い 
 
25）以下のような部活動の場面で部員を叱責することはありますか。それぞれの場面ごと 
  にあてはまる番号１つに○印をつけてください。 
         必ず  叱ること あまり叱る 叱る 
        叱る  が多い  ことはない ことはない 
1. 部員が部活動を怠けていたとき   1………2………3………4 
2. 部員が不甲斐ないミスをしたとき  1………2………3………4 
3. 部員の礼儀やマナーが悪かったとき  1………2………3………4 
4. 部員が練習に寝坊して遅刻したとき   1………2………3………4 
5. 勝てる試合に負けたとき   1………2………3………4 
6. 部員が役職上の役割を果たしていないとき 1………2………3………4 
7. 部員がポジション上の役割を果たしていない 1………2………3………4 
 とき  
8. プレーについて部員の力量でできることを 1………2………3………4 
 やらなかったとき   
9.プレーについて自分の指示通りにできなかった 1………2………3………4 
 とき  
10.ある部員のミスが原因で試合に負けたときに 1………2………3………4 
 その部員に対して 
11.部員が自らを追い込もうとしないとき  1………2………3………4 
 
26）あなたが指導しているチームが勝てる相手に対して不甲斐ない負けを喫した時、どの 
  ような方法で部員に対して反省を促したことがありますか。今までに行ったことがあ 
  るものについてすべてに〇印をつけてください。 
 1. 正座やランニング等を課すことによって反省の契機とした 
 2. 皆の前で反省点を述べさせることで反省の契機とした 
 3. 反省文等を書かせることによって反省の契機とした 
 4. 説諭や説教によって反省を促した 





  個別練習をどの程度行っていますか。（1 つに○印） 
 1. ほぼ毎日のように行っている  2. 月に数回程度行っている 
 3. 年間で数回程度行っている  4. この 1 年間で一回も行ったことはない 
 
27-1）問 27 で 1~3 のいずれかを回答された方にお聞きします。あなたは特定の部員に対 
   する個別練習に対してどのような目的をもって行っていますか。（あてはまるもの 
   すべてに○印） 
 1. 精神的な強さを鍛錬するため 
 2. 練習で部員を追い込むことで部員の心理的な限界を越えさせるため 
 3. 部員が試合中に無意識的に身体が反応しやすくするため 
 4. 部員の怠慢な態度やプレーについて戒めさせるため 
 5. 部員に自らを極限的に追い込むことの重要性を伝えるため 
 6. 運動部全体の士気を高めるため 
 7. その他（         ） 
 
28）あなたは特定の部員に対する個別練習をするとき、以下にあるような同意・説明をし 
  ていますか。項目ごとにあてはまるもの 1 つに○印をつけてください。 
      毎回  たまに  あまり すること 
        している している しない  はない 
 1.個別練習を受ける部員に対しての練習に  1………2………3………4 
  参加するかという同意 
 2.個別練習を受ける部員を指名した理由の説明 1………2………3………4 
 3.行う個別練習の練習内容の説明   1………2………3………4 
 4.どの程度の時間で個別練習を行うかという 1………2………3………4 
  練習時間の説明   
 
29）当日の練習について、部員に対して練習内容の目的や時間について説明をしています 
  か。（１つに○印） 
 1. ほぼすべての練習内容の目的や時間について説明をしている 
 2. 半分くらいの練習内容の目的や時間について説明をしている 
 3. 特別に行う練習内容の目的や時間について説明をする程度である 







  契機とすることが多いですか。（１つに○印） 
  1. 部員が自身の心理的限界まで追い込んだと見ることができた時 
  2. あなた（指導者）自身が思い描いた成果が得られたと思った時 
  3. 部員の動きから、部員の身体的限界に近づいたと思われた時 
  4. 周りの部員がもう十分ではないかと思っているとあなたが感じた時 
 
31）部活動中に手を上げてしまった（頬や頭をたたくなど）以下の指導者の事例につい 
  てあなたはどの程度許容できますか。それぞれの事例ごとに○印をつけてください。 
 
(1) 部員が問題行動を起こした場合に懲戒として手を上げてしまった事例について 
 1. 許容できる 2. やや許容できる 3. あまり許容できない 4. まったく許容できない 
 
(2) 練習や試合において無気力な態度でまわりの選手に迷惑をかけたり、部員自身で自ら   
   の限界を乗りこえようとしないこと等に対する激励として手を上げてしまった事例に  
   ついて 
 1. 許容できる 2. やや許容できる 3. あまり許容できない 4. まったく許容できない 
 
32）以下には、スポーツに関連する様々な意見が書かれています。それぞれの項目ごとに、 
  あなたの考えを、「1.非常に賛成」から「4.非常に反対」までの中から選び、それぞれ 
  の番号に○印をつけてください。 
         非常に やや やや 非常に 
               賛成  賛成 反対 反対 
（1）部の伝統行事や「しきたり」は大切に受け継ぐべきである  1……2……3……4 
（2）スポーツの本質は勝敗よりもゲームを楽しむことにある   1……2……3……4 
（3）スポーツは「道」（人間修養）をきわめる手段である     1……2……3……4 
（4）年令が上というよりも技術の優れている者が、部内で重視  1……2……3……4 
  されるべきである 
（5）自己を犠牲にしても、チームのために貢献すべきである   1……2……3……4 
（6）勝負には勝たねばならない       1……2……3……4 
（7）スポーツでは技術や体力よりもまず精神力を大切にすべき  1……2……3……4 
  である 
（8）スポーツでは、結果よりもそれまでの努力が大切である   1……2……3……4 
（9）スポーツでは、礼儀・作法を大切にすべきである      1……2……3……4 




（12）試合では、相手の技術や戦術を科学的に分析すべきである  1……2……3……4 
（13）スポーツは、続けることに意義がある           1……2……3……4 
（14）スポーツでは、倒れるほど練習することが大切である    1……2……3……4 
（15）スポーツでは、勝敗よりも全力をつくすことが大切である  1……2……3……4 
（16）監督やコーチの命令にはメンバーは全面的に従うべきだ   1……2……3……4 
（17）自分のケガなどを隠してまでチームのためにつくすことは  1……2……3……4 
   ない 
（18）技能レベルが同じなら年上の人を選手とすべきである    1……2……3……4 
（19）部においてメンバー間での上下関係は大切である      1……2……3……4 
（20）スポーツは技術や勝敗にこだわらず気軽に楽しむべきである 1……2……3……4 
（21）スポーツの場面では、喜びや悔しさなどの感情を表に出す   1……2……3……4 
   のは慎むべきだ 
 
33）スポーツにおいて、次のうちあなたが最も重要だと思うものはどれですか。 
  （1 つに○印） 
   1. 全力をつくすこと   2. 勝利をつかむこと 
   3. フェアにプレーすること   4. 活動を楽しむこと 
 
34）日本のスポーツ指導場面においてどうして暴力がなくならないのか、また暴力をなく
すためにはどうすればよいのか、ということについて日頃考えておられることをご自由に
お書きください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大変お忙しい中、調査にご協力賜りましてありがとうございました。 
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